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せ

ぎ
ょ
う
う
た

白
隠
慧
鶴

『施

行

歌
』
研
究
序
説

　
近
世

(江
戸
時
代
)
民
謡

の
最
大

の
特
徴
は
、
そ
の
教
訓
的
内
容
に
あ
る
と
言

っ

て
よ

い
。

そ
れ
ら
の
う

ち
の
多

く
は
、
児
童
向
け

に
親

へ
の
孝
を
説

い
た
歌
謡

で

占

め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う

な
内

容
の
歌

は

一
般
的

に
は
儒
教
的
道
徳

に
よ
る
も

の

と
受

け
取
ら
れ

る
が

、
実

は
こ

の
時
期

に
は
禅
宗
を
中
心
と
し
た
仏
教

や
心
学

の

立
場

か
ら
創
作

さ
れ
た
も

の
が
圧
倒
的

に
多

い
。
本
稿

で
は
近
世
民
謡

へ
の
ひ
と

つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と

し
て
、
江

戸
時
代
中
期

の
禅
僧

で
臨
済
宗
中
興

の
祖
と
も
仰

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ
ぎ
ょ
う
う
た

が
れ
る
白
隠
慧
鶴
作

の
和
讃

『施

行

歌
』
を
と
り
あ
げ

る
。
ま
ず
、

そ
の
基
礎
的

研
究

と
し
て
諸
本
を

調
査

し
た
結
果
、
全
体
を

四

つ
の
系
統

に
分
類

で
き

る
こ
と

が
判

明
し
た
。

そ
こ
で
各
系
統

ご
と

に
本
文
を
掲
出

し
、
比
較
検
討
を
試

み
た
。

キ

ー

ワ

ー
ド

…
白

隠

、

は
じ
め
に

『

施 せ
　_ぎ
行3
　 　 つ

歌泉一

近

世
民
謡

、
諸
本

、
教
訓

　
江
戸
時
代
中
期
を
代
表
す
る
禅
僧
で
あ
る
白
隠
慧
鶴

(貞
享

二
年

〈
一
六
八

五
〉
～
明
和
五
年

企

七
六
八
〉
)
は
、

駿
河
国

の
原
に
生
を
享
け
た
。
十

五

わ

野

髭

嬬

大
阪
教
育
大
学
国
語
国
文
学
教
室

(平
成

五
年

八

月
三
十

一
日
)

歳
で
得
度
出
家
の
後
、
諸
国
行
脚
を
経

て
郷
里
に
戻
り
、
松
蔭
寺
の
住
持

と
な

る
。
修
行

の
傍
ら
、
多
く
の
著
作
や
絵
画
、

さ
ら
に
説
教
等

に
よ

っ
て
広

く
日

本
全
国
の
民
衆
の
教
化
に
努
め
、
臨
済
宗
中
興
の
祖
と
し
て
も
名
高

い
。
白
隠

の
真
骨
頂
は
何
と
言

っ
て
も
、
終
生
地
方

の
小
寺
院
に
暮
ら
し
、
農
民
ら
に
慕

わ
れ
た
と

い
う
庶
民
的
な
人
間
性
に
求
め
ら
れ
る
が
、
著
作

の
多
く
も
、
農
民

を
中
心
と
す
る
庶
民
向
け
の
意
図
が
濃
厚
に
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ぎ
ょりつつた

　
本
稿
で
考
察
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る

『施

行

歌
』
も
、
白
隠
の
庶
民
向
け

の
著
作
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
る
教
訓
的
な
和
讃
で
あ
る
。
こ
の
書
は

『国
書

総
目

録
』
、　
『古
典
籍
総
合
目
録
』
等
に

「
せ
ぎ

ょ
う
か
」　

(傍
点
筆
者
、
以

下
同

様
)
と
し
て
登
録
さ
れ
、
こ
れ
が

一
般
的
な
読
み
と
な

っ
て

い
る
。

し
か
し
、

そ
の
板
本
に
よ
れ
ば
旧
仮
名
遣

い
な
が
ら

「
せ
ぎ
や
う
う
た
」

と
ル
ビ
が
付
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
、
本
稿
で
は

『施
行
歌
』
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究

の
第

一
歩
と
し
て
本

文
系
統
の
調
査
を
中
心
に
し
て
い
く

つ
か
の
新
知
見
を
述

べ
て
い
く

こ
と
と
す

る
。
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『施
行
歌
』
に
関
す
る
先
行
研
究

　

『施
行
歌
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
き
わ
め
て
零
細
で
あ
る
。
管
見
に
入

っ

た
も
の
の
中
で
は
、
次
に
掲
出
す
る
多
屋
頼
俊

『
和
讃
史
概
説
』

三
二
六
頁

の

一
節
が
、
日
本
仏
教
歌
謡
史
の
中
に
本
書

(
『施
行
歌
』

の
こ
と
、
以
下
同
様
)

を
位
置
付
け
、
光
彩
を
放

っ
て
い
る
。

　
　

孝
行
和
讃
と
同
じ
様
な
も
の
に

「善
悪
種
蒔
和
讃
」　

「白
隠
施
行
和
讃
」

　
　

等
が
あ
る
。
善
悪
種
蒔
和
讃

(善

悪
種
蒔
鑑
和
讃
と
も
云

ふ
)

は
善
因
善

　
　

果
悪
因
悪
果

の
理
を
説

い
た
も

の
で
、
思
想
の
根
抵
は
仏
教
に
あ
る
が
、

　
　

儒
教
や
神
道
を
取
り
入
れ
て
居
る
。
白
隠
施
行
和
讃
は
こ
の
和
讃
と
内
容

　
　

に
於

い
て
も
語
詞
に
於

い
て
も
緊
密
な
関
係
が
あ
る
。
即
ち

「
利
口
で
富

　
　

貴
に
な
る
な
ら
ば
、
鈍
な
る
人
は
み
な
貧
か
。
」
　

「種
も

の
憎
ん
で
蒔
か

　
　

ず
し
て
、
穀
物
と
り
た
る
例
な
し
、
田
畑
に
五
穀
を
ま
か
ず
し
て
、
自
然

　
　

と
生
だ
る
例
な
し
、
種
物

一
升
ま
き
お
け
ば
、
五
升

や

一
斗
は
実

の
る
べ

　
　

し
、
し
か
ら
ば
少
し
の
施
も
、
果
報
は
倍
と
あ
る
こ
と
そ
」
と
云

ふ
如
き

　
　

を
初
め
両
和
讃
に
共
通

の
語
句
が
少
く
な
い
。
善
悪
種
蒔
和
讃
は
頗
る
長

　
　

編
で
五
百
余
句
で
あ
り
、
白
隠
施
行
和
讃
は
百
二
十
句

で
あ
る
が
、
両
和

　
　

讃
は
単
に
広
略
の
相
違
に
過
ぎ
な

い
と
思
ふ
。
此
等
は
何

れ
も
童
幼
等

に

　
　

暗
誦
せ
し
め
、
以

っ
て
此
を
善
導

せ
ん
が
為
に
作
り
出
さ
れ
た
も

の
で
あ

　
　

る
。
右
記
の
外

に
も
類
似
の
和
讃

は
少
く
な

い
が
、
今
は
省
略
し
て
お
く
。

こ
の

『施
行
歌
』
と

『善
悪
種
蒔
鑑

(鏡
)
和
讃
』

の
内
容
的
類
似

の
指
摘
は

鋭

い
と
言
え
る
。
な
お
、
多
屋
は

『施
行
歌
』

を

「百

二
十
句
」

と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
諸
本
系
統
の
中

の

〔皿
類
〕
本
に
拠

っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
続

い
て
武
石
彰
夫
は

「近
世
和
讃
の
特
色

の

一
つ
は
、
民
衆
教
化
用
と
し
て

教
訓
性
を
色

こ
く
持

っ
た
こ
と

で
あ

る
。
「孝
行
和
讃
」

「
善
悪
種
蒔
和
讃
」

「白
隠
施
行
和
讃
」
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
教
訓
も
の
が
多
く
見
ら
れ
…
」
(『仏
教
和

讃
御
詠
歌
全
集
』
上
巻
所
収

「和
讃
御
詠
歌
概
説
1

そ
の
歴
史
と
こ
こ
ろ
⊥

三
七
頁
)
と
記
す
。

　
歌
謡
史
的
見
地
か
ら
の

『施
行
歌
』

へ
の
言
及
は
以
上
の
二
点

に
尽
き
る
が
、

白
隠
研
究

の
側
か
ら
の
簡
単
な
説
明
程
度

の
言
及
は
数
多

い
。
次

に
そ
の
代
表

的
な
も
の
を
列
挙
す
る
。

　
　

※
本
書
は
、
白
隠
禅
師
が
、
因
果
の
理
を
以
て
、
人
に
物
を
施
す
べ
き
を

　
　
　

勧
め
た
る
歌
な
り

(
『日
本
教
育
文
庫
』
宗
教
篇
所
収

『施
行
歌
』
解
題
)

　
　

※
白
隠
和
尚
今
よ
り
凡
そ
二
百
余
年
前
に
出
世
し
給
ひ
し
禅
門

の
大

宗
匠

　
　
　

な
る
が
人
を
し
て
施
行
の
念
を
惹
起
せ
し
め
ん
と
て
童
幼
野
娚
に
も
分

　
　
　

り
易
き
此
施
行
歌
を
も
の
し
給

へ
り
、
凡
そ
人
間
の
慈
善
て
ふ
中
に
其

　
　
　

功
徳

の
施
行
に
過
ぎ
た
る
は
な
か
る
べ
し
、
さ
れ
ば
仏
も
布
施
を
も
て

　
　
　

六
度
の
第

一
に
置
き
給

へ
る
な
れ
今
や
世
の
開
け
行
く
ま

・
に
慈

善
の

　
　
　
　
　

こ　ち
た

　
　
　

こ
と
言
痛
く
あ
げ
つ
ら
は
る
や
う
に
な
り
ぬ
、
あ
は
れ
世

の
慈
善

の
心

　
　
　

あ

つ
き
人
達
よ
、
此
謡
を
広
く
世
上
に
施
し
て
童
蒙
に
も
施
行

の
心
を

　
　
　

起
さ
し
め
て
善
縁
を
結
ぶ

一
助
と
な
し
給

へ
か
し
、

現
当

の
福
田
此
上

　
　
　

や
な
か
ら
ん
、
穴
賢

(河
村
泰
太
郎

『追
善
之
栞
』
所
収

『施

行
歌
』

　
　
　

は
し
が
き
)

　
　

※
白
隠
和
尚
晩
年
、
施
行
の
功
徳
を
説
き
、
松
蔭

に
て
上
梓
し
、
弘

く
世

　
　
　

に
施
し
た
る
も
の
な
り
。
思
ふ
に
駿
豆
の
凶
歳

の
時
か

(
『白
隠

和
尚

　
　
　

全
集
』
第

一
巻
所
収

『施
行
歌
』
解
説
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ママ　

　
　

※
施
行
と
は
慈
善
を
い
ふ
、
本
篇
は
師
が
諸
人
に
施
行
を
励
め
、
窮

民
を

　
　
　

救
ふ
の

一
助
と
な
さ
ん
た
め
に
作
ら
れ
し
も

の
に
し
て
其

の
辞
卑

近
な

　
　
　

る
も
、
仏
教
の
三
世
因
果
の
道
徳
を
具
体
的
に
説
明
し
、
此

の
道

理
に

　
　
　
依
り
て
慈
善
は
却
て
我
身
に
返
り
来
る
も
の
な
る
こ
と
を
う
た
ひ

、
愚

　
　
　

民
開
導

の

一
方
便
に
供
し
た
る
も
の

(宮
裡
祖
泰

『白
隠
禅
師
法
語
集
』

　
　
　
所
収

『施
行
歌
』
頭
註
)

　
　

※
此

の
歌
は
施
行
の
貴
き
所
以
と
、
世
間

一
切
が
因
果
応
報

の
理
に
よ

つ

　
　
　

て
、
示
現
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
、
通
俗
に
説

い
た
和
讃
で
あ
る

。
是

二
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れ
こ
そ

一
般
の
人
に
理
解
出
来
る
様
に
作

ら
れ
て
あ
る
。
白
隠

の
仮
名

　
　
　

物
が
民
間
教
化

の
為
め
の
も

の
だ
と
云
ふ
点
か
ら
云

へ
ば
、
此

の
和
讃

　
　
　

な
ど
は
、
其
通
り
で
あ
っ
て
是

れ
な
ど
は
其
代
表
的

の
も
の
と
云
っ
て

　
　
　

よ
い
。
僧
俗
共
に
愛
誦
し
て
よ

い
和
讃
で
あ
る

(陸
川
堆
雲

『考
証
白
隠

　
　
　

和
尚
詳
伝
』
第
七
章
第
二
節
所
収

『施
行
歌
』
略
解
説
)

　
　

※
磯
人
貧
者
に
施
与
せ
ん
こ
と
を
喩
せ
る
短
歌
数
首
を
掲
ぐ
。
天
保
八
年

　
　
　

丁
酉

〔二
四
九
七
〕
円
通
翁

の
補
刻
を
再
版
施
本
し
た
る
も

の
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
しやう
く
わ
うね
ん
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ
やう
う
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

はく
い
ん

　
　
　

(
『国
書
解
題
』
所
収

『白
隠

和

尚
荒

年

施

行

歌
』

の
項
)

　
以
上
、　

『施
行
歌
』

の
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
は
大
同
小
異
と
言
え
よ
う
が
、

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
末
尾
に
掲
げ
た

『
国
書
解
題
』

に
本
書
を

『白
隠

和
尚
荒
年
施
行
歌
』
と
の
表
題
で
掲
げ
、
さ
ら
に

「
天
保
八
年
」

の

「
円
通
翁

の
補
刻
」
を
も
と
に

「再
版
」
し
た
旨
記
す
点

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る

本
書

の
書
誌
的
情
報
は
、
先
掲
の
多
屋
頼
俊

に
よ
る

「百

二
十
句
」
本

の
存
在

を
指
摘
す
る
情
報
と
並
ん
で
、
き
わ
め

て
重
要
な
も
の
と
考
え
る
。
次

に
本
書

の
諸
本
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

二
　
　
『施
行
歌
』
の
諸

本
整
理

　
今
日
ま
で
直
接
管
見
に
入

っ
た

『施
行
歌
』

諸
本
は
、
写
真
に
よ

っ
て
全
内

容
を
知
り
得
た
も
の
を
含
め
て
、
A
ロ計

二
十
六
本
に
の
ぼ
る
。
さ
ら
に
、
未
見

な
が
ら
、
そ
の
存
在
を
知
り
得
る
も
の
が
、
十
本
あ
り
、

こ
の
う
ち
四
本
は
外

題
や
刊
記
等
の
情
報
か
ら
お
お
よ
そ
の
本
文
内
容
を
知
り
得

る
。
以
上

の
諸
本

を
通
覧
し
た
結
果
、
本
文
内
容
に
よ

っ
て
大
き
く
四
系
統

に
分
類
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
、
四
系
統
を
私
に

〔1
類
〕　

〔H
類
〕

〔皿
類
〕　

〔W
類
〕
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ

ぞ
れ
の
系
統
の
中
で
も
特
に
密
接
な
関

係
を
有
す
る
本
を
、
甲

・
乙

・
丙
…
…

の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
て
掲
げ
る
。

そ

れ
ぞ
れ
の
系
統
や
グ
ル
ー
プ
の
本
文
特

徴
に
つ
い
て
は
第
三
～
六
章

で
述

べ
る
。

な
お
、
末
尾

の
△
は
未
見

の
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　

〔1
類
〕

　
　
　
甲
①
駒
沢
大
学

一
八
○
一
二
六
七
本

(外
題

「白
隠
禅
師
施
行
歌
　
全
」
、

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ニ
　

　
　
　
　
　
　
ハ　

　
　
　
　
　

寛
政
四
年
春
京
都
銭
屋
利
兵
衛

・
梅
村
伊
兵
衛
刊
、

一
冊
)

　
　
　

②
松

ケ
岡
文
庫

ハ
七
七
八
本

(外
題

「白
隠
禅
師
施
行
歌
　
全

」
、
寛

　
　
　
　
　

政
四
年
春
京
都
銭
屋
利
兵
衛

・
梅
村
伊
兵
衛
刊
、

一
冊
)
…
…
甲

　
　
　
　
　

①
と
同
版
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハよ

　
　
　

③
霊
泉
文
庫
A
本

(
『霊
泉
荘
山
誌
』
巻
之
三

「
石
門
心
学

関
係
図

　
　
　
　
　

書
及
資
料
」
六
九
頁
に
よ
れ
ば
、
外
題

「
白
隠
禅
師
施
行
歌
」
、

　
　
　
　
　

寛
政
四
年
刊
、

一
冊
)
△
…
…
甲
①
②
と
同
版
本
か

　
　
　

④
松

ケ
岡
文
庫

八
八
○
八
本

(表
紙
を
欠
く
た
め
外
題
な
し
、
内
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
モ
ソ

　
　
　
　
　

は
甲
①
②
と
同
版
で

「白
隠
禅
師
施
行
歌
　
全
」

、
文
政
十
年

　
　
　
　
　

正
月
伊
勢
松
坂
野
田
栄
昌
刊
、

一
冊
)

　
　
　

⑤
駒
沢
大
学

一
八
O
l
二
三
二
本

(外
題

「白
隠
禅
師
施
行
歌

全
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　　
　ニゴ
　

　
　
　
　
　

天
保
四
年
冬
京
め
と
ぎ
や
宗
八
刊
、

一
冊
)

　
　
　
　
　
　
　

　　ソ

　
　
　

⑥
架
蔵
A
本

(外
題

「
白
隠
禅
師
施
行
歌
　
全
」

、
刊
年
等

不
明
、

　
　
　
　
　
　
一
冊
)

　
　
　

⑦
龍
谷
大
学
本

(外
題

「白
隠
禅
師
施
行
歌
」
、
駐
翫転

晩
年
九
月

　
　
　
　
　

豊
治
良
転
写
本
、
原
本
の
刊
年
等
不
明
、　
「
死
出
山
独
案
内
」

　
　
　
　
　

「仏
説
因
果
経
和
讃
」
と
合
冊

一
冊
本
)

　
　

乙
①
架
蔵
C
本

(表
紙
題
簽
落
剥
の
た
め
外
題
不
明
、
夷
拓
殖
牢
卯
月

　
　
　
　
　

思
明
舎
刊
、

一
冊
)

　
　
　

②
無
窮
会
神
習
文
庫
本

(
『国
書
総
目
録
』
第
五
巻

=
二
九
頁

「
施

　
　
　
　
　

行
歌
」
の
項
に
よ
れ
ば
、
文
久
元
年
刊
)

△
…
…
乙
①
と
同
版

　
　
　
　
　

本
か

　
　
　

③
霊
泉
文
庫
B
本

(
『霊
泉
荘
山
誌
』
巻
之
三

「石
門
心
学
関
係
図

　
　
　
　
　

書
及
資
料
」
六
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
外
題

「舶
鱒
施
行
歌
」
、
文
久

三
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元
年
思
明
舎
刊
、

一
冊
)

△
…
…
乙
①
②
と
同
版
本
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
四
二
ね

丙
①
東
京
大
学
本

(外
題

「施

行
歌
」
、
天
保
十
三
年

五
月
刊
、　

「
孝

　
　
　

行
和
讃
」　

「因
果
和
讃

」　
「ホ
コ
リ
タ

・
キ
」
と
合
冊

一
冊
本
)

　

②
佐
賀
大
学
小
城
鍋
島
文
庫

本

(外
題

「施
行
歌
」

、
天
保
十
三
年

　
　
　

五
月
刊
、　

「
孝
行
和
讃
」　

「因
果
和
讃
」　

「
ホ
コ
リ
タ

・
キ
」

　
　
　

と
合
冊

一
冊
本
)
…
…
丙
①
と
同
版
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
ロ　
　

　

③
京
都
大
学
本

(外
題

「施
行
歌
」
、
弘
化
元
年
京
都
西
邑
刊
、
「
孝

　
　
　

行
和
讃
」
「因
果
和
讃
」

「ホ

コ
リ
タ

・
キ
」
と
合
冊

一
冊
本
)

丁

・

『思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
第
百
三
十

一
号

(平
成
4
年
9
月
)

　
　
　

掲
載
本

(冒
頭
表
題

「白
隠
禅
師
施
行
歌
」
、
刊
年
等
不
明
、

　
　
　

木
版

一
枚
物
)

戊

・
架
蔵
D
本

(冒
頭
の
表
題
は

「白
隠
禅
師
施
行
歌
」

〈但

し
当
該

　
　
　

本
文

の
小
題
は

「長
者

に
な
る
伝
」
〉
、
明
治
期
刊
か
、
他

に

　
　
　

「伽
楠
麟
粥
人
せ
り
あ

い
問
答
」
と

「養
蚕
子
も
り
謡

・
住
居
子
も

　
　
　

り
謡
」
と
で

一
部
を
成
す
、
扇
面
銅
版

一
枚
物
)

〔H
類
〕

甲
①
駒
沢
大
学

一
八
O
l
三
〇

五
本

(外
題

「白
隠
和
尚
荒
年
施
行
歌
」
、

　
　
　

ニ
　ロ　ニ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　こ

　
　
　

天
保
二
年
正
月
鶴
岡
三
日
町
丁
子
屋
門
吉
刊

〈但

し
原
本
は
江

　
　
　

戸
白
木
屋
刊
〉
、

一
冊
)

　

②
松

ケ
岡
文
庫

ハ
七
八
二
本

(外
題

「白
隠
和
尚
荒
年
艶
歌
」
〈後
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ

　
　
　

手
写
〉
、
刊
年
等
不
明
、

一
冊
)

　

③

『国
書
解
題
』
掲
出
本

(同
書

=
八
二
七
頁
に
よ
れ
ば
、
外
題
「
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　二七
　

　
　
　

隠
和
尚
荒
年
施
行
歌
」
、
天
保
八
年
刊
の
再
版
本
、

一
冊
)
△

　

④
国
会
図
書
館
本

(外
題

「
善
悪
種
蒔
鏡
」　

〈
但
し
当
該
本
文

の
冒

　
　
　

頭
小
題
は

「白
隠
和
尚
荒
年
施
行
歌
」
〉
、
転
写
本
、
原
本
の

　
　
　

刊
年
等
不
明
、　

「善
悪
種
蒔
鏡
」　

「施
行
勧
進
弁
」　

「飢
饉

せ

　
　
　

ざ
る
心
得
書
」
　

「救
荒
雑
食
集
」　

「
食
物
口
伝
」　

「
田
租
録
」

　
　
　

と
合
冊

一
冊
本
)

　

⑤
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『片
玉
集
』
巻
十
四
所
収
本

(外
題

「白
穏
和

　
　
　

尚
荒
年
施
行
歌
」
、
転
写
本
、
原
本
の
刊
年
等
不
明
)

乙

・
駒
沢
大
学
忽
滑
谷
文
庫

=

〇
二
本

(外
題

「蝿
舗
善
悪
種
蒔
鏡
和

　
　
　

讃
　
全
」　
〈但
し
当
該
本
文

の
冒
頭
表
題
は

=

休
大
禅
師
施

　
　
　

行
歌
」
V
、
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衛
以
下
合
計
十

二
書
肆

の
刊
、

　
　
　

　　　
　　ユ　　ロニ　
　

　
　
　

文
政
頃

か
、　
「沢
庵
和
尚
法
語
」　
「
開
通
和
尚
法
語
」　

「
教
訓

　
　
　

百
首
」
と
合
冊

一
冊
本
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
モ
　

　
　
　
　
　
　
　

マ
　

丙

・
玉
川
大
学
A
本

(外
題

「白
隠
和
尚
施
行
歌
」

、
文
化
四
年
十
二

　
　
　

月
別
所
大
湯
薬
師
堂
梅
点
刊
、

一
冊
)

〔皿
類
〕

甲
①
駒
沢
大
学

一
八
O
l
三

一
一
本

(外
題

「白
隠
和
尚
施
行
歌
　
全
」
、

　
　
　
　
　　モ
　
　
り

　
　
　

天
明
四
年
二
月
下
旬
刊
、

一
冊
)

　

②
駒
沢
大
学

一
八
O
l
二
五
五
本

(外
題

「白
隠
和
尚
施
行
歌
施
印
」
、

　
　
　
　
　　　
　ニ
　

　
　
　

文
化
九
年
霜
月
松
川
某
刊
、

一
冊
)

　

③
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
本

(外
題

「白
隠
和
尚
施
行
歌
施

　
　
　
　
　
　

ニ
　
二
二
　　　
　　わ
　

　
　
　

印
」
、
文
政
五
年
仲
秋
直
後
頃
大
坂
糸
川
成
富
刊
、

一
冊
)

　

④
大
和
文
華
館
鈴
鹿
文
庫
本

(外
題

「白
隠
和
尚
施
行
歌
　
全
」
〈
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ　れ
　

　
　
　

補
か
〉
、
文
政
五
年
仲
秋
直
後
頃
大
坂
糸
川
成
富
刊
、

一
冊
)
…
…

　
　
　

甲
③
と
同
版
本

　

⑤
三
原
図
書
館
楢
崎
文
庫
本
　
(外
題

「
白
隠
和
尚
施
行
歌
　
全
」
、

　
　
　
　
コ
　
の
　
　

　
　
　

天
保
十
五
年
三
月
下
旬
刊
、

一
冊
)

　

⑥
架
蔵
B
本

(外
題

「白
隠
和
尚
施
行
歌
　
全
」

、
天
保
十

五
年
三

　
　
　

月
下
旬
刊
、

一
冊
)
…
…
甲
⑤
と
同
版
本

乙

・
松

ケ
岡
文
庫

ハ

一
一
〇
七
本

(冒
頭
表
題

「白
隠
和
尚
施
行
歌
施
印
」、

　
　
　

刊
年
等
不
明
、
木
版

一
枚
物
)

四
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〔W
類
〕

甲

・
玉
川
大
学
B
本

(外
題

「
施
行
歌
」
、
安
政
五
年
夏
京
都
桜
井
匡

　
　
　

直
刊
、　
「孝
行
和
讃
」　

「因
果
和
讃
」　

「
ほ
こ
り
た
た
き
」
と

　
　
　

合
冊

一
冊
本
)

〔不
明
〕

　

①
凌
宥
文
庫
本

(
『国
書
総

目
録
』
第
五
巻

一
三
九
頁

「
施
行
歌
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　
セ
　

　
　
　

の
項
に
よ
れ
ば
、
外
題

「増
補
施
行
歌
」
、
文
化
四
年
写
本
)
△

　

②
早
稲
田
大
学
本

(外
題

「
心
学
道
歌
」　

〈
但
し
当
該
本
文

の
冒
頭

　
　
　

表
題
は

「施
行
歌
」
〉

、
刊
年
等
不
明
、　

「
福
来
進
」　

「
ほ
こ

　
　
　

り
た
た
き
」　
「大
道
ち

ょ
ぼ
く
れ
」
　

「毎
月
修
百
万
遍
仏
願
大

　
　
　

功
徳
日
」
と
合
冊

一
冊
本
)
△

　

③
松
蔭
寺
本

(
一
切
不
明
、

但
し
昭
和
六
十
三
年
二
月
松
蔭
寺
発
行

　
　
　

活
字
本

『安
心
ほ
こ
り

た
た
記
　
施
行
歌
』　

〈施
主
川
口
五
郎

　
　
　

氏
V
が
、
こ
の
本
を
底
本
に
し
て
い
る
な
ら
ば

〔
1
類
〕

に
属

　
　
　

す
る
こ
と
と
な
る
)
△

　

④
日
吉
宗
雄
氏
本

(沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
発
行

『白
隠
と
そ
の

　
　
　

時
代
』　

〈
昭
和
五
十
八
年
五
月
V
に
よ
れ
ば
、

こ
の
本
は

「

　
　
　

「施
行
歌
」
他
」
と
さ
れ
る
の
で
、　

「
ほ
こ
り
た
た
き
」
等
と

の

　
　
　

合
冊

一
冊
本
の
可
能
性

が
あ
る
。

こ
れ
が
刊
本
で
あ
る
な
ら
ば

　
　
　

〔1
類
〕
丙
、
も
し
く
は

〔W
類
〕
で
あ
ろ
う
)
△

　

⑤
河
村
本

(
繍

禅
籍
目
録
』

二
三
〇
頁

「
舶
醗
施
行
歌
」
ト

の
項
に

　
　
　

よ
れ
ば
、
天
保
七
年
刊
)

△
…
…
天
保
七
年
刊
本
は
他
に
管
見

　
　
　

に
入
ら
な
い
が
、
　
『国
書
総
目
録
』
第

五
巻

=
二
九
頁

「
施
行

　
　
　

歌
」

の
項
に
掲
載
さ
れ

な
が
ら
、
現
在
行
方
不
明
で
閲
覧
不
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　ニよハ　

　
　
　

な
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央

図
書
館
本
も
、
天
保
七
年
刊
本
と
さ
れ

　
　
　

る
。
両
者
は
同
版
本
で
あ
ろ
う
。

　

⑥

晶
鱒
施
行
歌
絵
抄
』

(
『脾
灘
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』

に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
セ
　
　
　

著
者
は
野
田
村

の
玉
川
雪
起
、
天
明
八
年
二
月
に
出
版
許
可
を

出
願
、

繍

禅
籍
目
録
』
二
一二
〇
頁

「舶
鱒
施
行
歌
絵
抄

」

の
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

に
よ
れ
ば
、
天
明
八
年
蹟
、
大
阪
播
磨
屋
九
兵
衛
刊
、
　
一
冊
)

△三
　
　
〔1
類
〕
系
諸
本
に
つ
い
て

　
前
章
に
お
い
て
私
に

〔1
類
〕
と
し
た
諸
本
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
本
文
が

一
二
⊥ハ句

(乙
、
戊
は

一
二
七
句
)
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
外

題
は
、

「白
隠
禅
師
施
行
歌
」
　
(傍
点
筆
者
、
以
下
同
様
)

で
、
他
作
品
と
合

冊
の
丙

で
は
単
に

「施
行
歌
」
と
す
る
。
次
に
本
文

の
翻
刻
を
掲
げ
て
お
く
。

翻
刻
に

際
し
て
は
甲
①
を
底
本
と
す
る
。
本
文
は
通
行
字
体
に
改
め
、
紙
数

の
都

合
上
、

奇
数
句
を
上
段
に
偶
数
句
を
下
段
に
置
く
二
段
組
と
し
た
。
ま
た
、
漢
字

の
宛

て
方
や
ル
ビ
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。　

〔1
類
〕

の
他

の
グ
ル
ー
プ
で
異
同

の

あ
る
句
に
は
頭
に
※
を
付
し
、
末
尾
に
本
文
を
掲
げ
た
。

〔本

文

翻

刻

〕

　
こ
ん
じ
や
う
ふ
う
き

　
今

生

富

貴

す

る

人

は

　
こ
ん
じ
や
う
ほ
ど
こ

　
今

生

施

し

せ

ぬ
人

は

　

り
こ
う
　
ふ
う
き

　
利

口

で
富

貴

が

な

る

な

ら

ば

　

り
こ
う
　
　び
ん
ぼ
う

　
利

口

で
貧

乏

す

る

を
見

よ

ば
エ
み

ら
い
　
　
こ
の

よ

　
未
来
は
此
世

の
た
ね
次
第

　
ま
くた
ね

　
蒔
種
大
小
あ
る
ゆ
へ
そ

ば
　
　
　
　
　
　た
ね

　

よ

い
種

ゑ

ら

ん

で

ま
き

た

ま

へ

　

こ
く
も
っと
り
　
　
　
た
め
し

　
穀

物

取

た

る
例

な

し

ま
ら
む
ぎ
　
　
　
　
と
り

　
麦
ひ

へ
取
た
る
た
め
し
な
し

　
五
升
や
壱
斗
は
み
の
る
そ
や

　

ぜ
ん
ぜ
　
　
ま
き
　
　
　
　た
ね

r前

世

に

蒔

を

く

種

が

あ

る

　

み
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん

未

来

は

き

わ

め

て

貧

な

る

ぞ

　

ど
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん

　

鈍

な

る

人

は

み

な

貧

か

　

こ
の
よ
　
　ぜ
ん
ぜ
　
　た
ね
し
だ
い

　

此

世

は

前

世

の
種

次

第

　

ふ
う
き

　

富

貴

に

大

小

あ

る

事

は

　

　

　

よ

　

こ

の
世

は

わ

っ

か

の
物

な

れ

ば

な
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
お
し

　
た
ね
を
惜
み
て
う

へ
ざ
れ
ば

　
る

た

は
た
　

　
む
ぎ
ひ
え
ま
か

　
田
畑
に
麦
稗
蒔
ず
し
て

濠
6　

む

ぎ

ひ

へ
壱

升

ま

き

を

け
ば

　
し
か
　
　
　
　す
こ
　
　
　
ほ
ど
こ

　
然

れ

ば
少

し

の
施

し
も

五
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く
わ
ほ
う
　
　
ば
い

　
果
報
は
倍
く

あ
る
も
の
ぞ

　

　

　

　

　

　

お
レ　
　
　
　
は
か

　

く

わ

ほ

う

も

多

し

と

斗

り

し

れ

ヌ
ア
ほ
ど
こ

　

施

し

せ

よ

と

す

・
め

た

り

　

す
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ

　

救

ふ

ご

・

ろ

を

発

す

べ

し

　

あ
れ
　
　
あ
る

　

有

ば

有

ほ

ど

た

ら

ぬ

も

の

は
　
も
っ

こ
　
　
　も
た
　
　
　
　
も
た

　

持

子

が

持

ね

ば

持

ぬ

も

の

　

も
っ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
つ

　

持

子

は

あ

っ

は

れ

持

も

の

ぞ

　

ひ
と
　
　
た
を
　
　
　
　
せ
ぎ
や
う

　

人

を

倒

さ

ず

施

行

せ

よ

　

わ
が
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
だ

　

我

子

に

ゆ

づ

り

て

怨

と

な

る

ヌ
け
　
　
　
　
　
　わ
が

こ
　
　

し
づ

　
ゆ
つ
る
我
子
に
沈
み
き
る

ば
れ
ふ
で
　
　
ひ

だ
う

　

筆

の

非

道

を

し

給

ふ

な

　

　

　

　

ひ
ど
う
　
　
　り

　

あ

ま

り

非

道

な

利

を

と

る

な

　

そ
の
み
　
　
　
　
　つ
　
　
お
ち

　

其

身

は

三

途

に

落

入

て

　

ひ
ど
う

　

し
そ
ん

　
が
い
　
な
る

　

非

道

は

子

孫

の

害

と

成

　

せ
け
ん
　
　
か
ず
　
　
　
　あ
る
も
の

　
世
間
に
数
く

有
物
ぞ

　

お
や
　
　
あ
く
じ

　

親

が

悪

事

を

せ

ぬ

ゆ

へ

そ

　

　

　

　

ぢ
う
を
ん
お
も

　
ま
す
く

重
恩
思
ひ
し
れ

　

鷺

ひ

廊

を

も

胱

ひ

し

そ

　

お
や
　
　
お
も

　

親

を

思

は

ぬ
お

ろ
か

さ

よ

ま
レ
と
び
　
　か
ら
す
　

を
と

　

鳶

や

鳥

に

劣

り

た

り

　

を
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
の

　

惜

む

た

か

ら

は

な

き

物

そ

　

そ
の
か
ね
　
　
　
　
　
　せ
ぎ
や
う

　

其

金

出

し

て

施

行

せ

よ

　
り

こ
れ
　

　す
ぐ
　

　
　
　ぜ
ん

じ

　

是

に

勝

れ

る

善

事

な

し

　

　

　

　

み

　

死

ん

で

身

に

つ
く

物

は

な

し

　

す
て
　
　め
い
ど
　
　
た
び
だ
ち

　

捨

て

冥

途

の

旅

立

ぞ

　

み
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
　み

　

耳

も

き

こ

へ
ず

目

も

見

え

ず

む
お
や
み

　
闇
を
や
み
ち
に
入
事
ぞ

　

いわ
ん
　
ほ
ど
こ
　
お
も

　

況

や

施

し

多

け

れ

ば

　

　

　

　

　

　

し
ゃ
か
　
　
く
は
ん
を
ん

　

そ

れ

ゆ

へ

お

釈

迦

も

観

音

も

む
　

　

　

　

　
　

こ
つ
じ
き

ひ

に
ん

　

さ

す

れ

ば

乞

食

非

人

ま

で

　

　

　

　

　
ふ
う
き
　
　
　も
つ

　

お
の
く

富
貴
で
持
た
か
ら

　

　

　

　

た
か
ら

　

お

ほ

く

の

宝

を

ゆ

つ

る

と

も

　

す
ご　
　
　
　
　
た
は
た

　

少

し

も

田

畑

ゆ

づ

ら

ね

ど

　

わ
が
こ
　
　
は
ん
じ
や
う
い
の

　

我

子

の

繁

昌

祈

る

な

ら

　

ひ
と

　

人

を

た

を

し

て

も

っ

た

か

ら

　
り
　
　
　
う
ら
み

　

人

の

恨

の

か

・
る

も

の

　

ま
す
　
は
か
り
　
そ
ろ
ば
ん

　

升

や

秤

や

算

盤

や

　

つね
　
　
　
　あ
き
な

　

常

ゐ
～

商

ひ

す

る

人

も

　

し
　
　
　
　
　
さ
ん
づ

　

死

ん

で

三

途

に

入

事

ぞ

　
お

や

し
き
　
　
く
さ

き
　
　

お
ひ
し
げ

　
屋
敷
は
草
木
が
生
蕃
る

ヌ
け
お
や
　
　
あ
く

じ
　

　
　
み
　

　
む
く

　
ヌ
お

　

親

の
悪

事

が

身

に
酬

ふ

　

も
ん
は
ん
じ
や
う

　

一
門

繁

昌

す

る
事

は

ば
ぬ
も
し
　
　
お
や

　

若

又

親

に

は

な

れ

な

ば

　

こ
　
　
い
つ
く
　
　
　
　お
や

　

子

を

慈

し

む

親

ご

・
ろ

　

　

　

ほ
ど
　
　
　
　
　お
も

　

そ

れ

程

親

に

思

は

れ

て

　

　

　

　

ふ
か
う

　
お
や
に
不
孝
な
人
ぐ

は

ヌ
　
む
す
め

　

娘

む

す

子

を

し

つ
け

る

に

　

お
や
　
　
こ
し
や
う
　
た
め

　

親

の
後

生

の
為

な

ら

ば

　

う
へ
し
　
　
　
　
　
　
　た
す

　

飢

死

ぬ
人

を

助

け

な

ば

　
の
　
　

　
　
　

ま
ん

ぐ
わ
ん
ち
や
う

じ
ゃ

　
た
と
ひ
万

貫

長

者
で
も

な
れ
つ
ま
　
　
　こ

ど
も
　
　
ぜ
に
か
ね

　

妻

も

子

供

も

銭

金

も

　

め
い
ど
　
　
た
び
だ
ち
　
　
　
　と
き

　

冥

途

の
旅

立

す

る
時

は

　
お
ゆ
く

ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ど

　

行

衛

し
ら

ず

に
門

を

い

で

　

そ
の
と
き
こ
う
く
わ
いか
ぎ

　

其

時

後

悔

限

り

な

し

ゑ
ね

と

か
く

い
の
ち

　
兎

角

命

の
あ

る

か

ぎ

り

　
い
の
ち
　
　も
ろ

　
命

は
脆

き

も

の
な

れ

ば

　

こ
よ
ひ
つ
つ
う
　
　し
は
じ

　
今

宵

頭

痛

が

仕

初

め

て

　

つ
よ
　
　
　
じ
ま
ん

　

強

い
自

慢

を

す

る

人

も

　

　

　

　

た
に
ん
　
さ
う
れ
い

　

け

ふ

は
他

人

を

葬

礼

し

な
　
し
か
　
　
　
た
の
　
　
　
　
　
し
ゃ

ば

　
然
れ
ば
頼
み
な
き
娑
婆
に

※
29　

ふ

う
き

さ

い
わ

ひ

あ

る

人

は

　
ひ
ん
じ
ゃ
　
ほ
ど
こ

　
貧

者

に
施

し

せ

ぬ

人

は

な
か
い
ぬ
　
　
　
　
く
ち

　
狗

で
も

口

は

す

ぐ

る
そ

や

　

じ

ひ
ぜ
ん
ご
ん
　
そ
の
ま
も

　
慈

悲
善

根

は

其

侭

に

　

じ
　
ひ
ぜ
ん
ご
ん

　
慈

悲
善

根

を

す

る

人

は

ヌ
お
て
ん

ま

　
げ

だ
う
　

　

　

　

　
つ
か

　

天
魔

外

道

は

よ

り

付

ず

　

　

　

　

り
や
う
け
ん

　
よ
く
く

了

簡
せ
ら
る
べ
し

あ
ん
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
余
り
ど
う
よ
く
目
に
あ
ま
る

ば
お
く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
に
か
み

　
暮

す

ご

・
ろ

は

鬼

神

か

　

し
そ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
が

　

子

孫

は

ん

じ

ゃ
う

長

か

ら

じ

が
サ

せ
ぎ
や
う

　
し
ゃ
く
せ
ん
　
　
は
じ

　
施
行
で
借

銭
し
初
め
よ

ゑ
お
か
み

　

上

た

る

人

を

は

じ

め

と

し

　

　

　

　

　

　

と
も

　
わ
れ
も
く

と
共
み
＼
に

た
　
ひ
ん
じ
ゃ
　
　
い
の
ち
す
く

　
貧

者

の
命

救

ふ

な

ら

　

へ
い
ぜ
い
ひ
ん
じ
ゃ
　
う
や
ま

　

平

生

貧

者

に

敬

は

れ

　
む
　
　
　
　
く
い
も
の

　

人

の
喰

物

す

つ
る

の
を

　
ぜ
ん
ぜ
　
　
ま
く
た
ね

　
前

世

に
蒔

種

た

ら

ぬ

ゆ

へ

　

　

　

　
あ
り
さ
ま
み

　

か

・
る
有

様

見

な

が

ら

も

　

　

　

　
か
く

　

と

に

も
角

に

も

人

と

し

て

ヌ
ゆ
こ
の
せ
っ
し
ん
じ
ん
お
こ

　

此

節

信

心
起

ら

ね

ば

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

　

　

※

1

ふ
う
き
は
こ
の
世
の
た
ね
次
第

ま
み

ぼ
だ
い
　
　
た
ね

　

菩

提

の

種

を

う

へ
た

ま

へ

　

つ
ゆ
　
　
い
の
ち
　
　
な

　

露

の
命

と

名

づ

け

た

り

　

き
う
し
い
　ご
や
う

　

九

死

一
生

な

る

も

あ

り

　

く
れ
　
　
と
ん
し

　

暮

に

頓

死

を

す

る

も

あ

り

　
あ

あ

す

　

わ
が

み

　

さ
う
れ
い

　

明

日

は
我

身

の
葬

礼

そ

ば
が
き
ん
ぐ
た
く
は
　
な
に

　

金

銀

蓄

へ
何

に
す

る

　

ひ
ん
じ
ゃ
　
　ほ
ど
こ

　

貧

者

に
施

し

せ

ら

る

べ

し

　

ふ
う
き

　

富

貴

で
く

ら
す

か

ひ
も

な

し

ヌ
お
う
ゑ
び
と
ひ
ん
じ
ゃ
　
　
た
す

　

飢

人

貧

者

を
助

く

べ

し

　

　

　

　

　

ご
　
き
と
う

ヌ
お
い
ゑ
は
ん
え
い

　

家

繁

栄

の
御

祈

祷

ぞ

　

か
み
　
　ほ
と
け
　
　ま
も

　

神

や
仏

に
守

ら

れ

て

　

し
か
　
　
　
　
　
き
と
う

　

然

れ
ば

祈

祷

に

な

る

ま

い
か

　
め
ぐ
み
ほ
ど
こ

　

恵

施

し

な

ら

ぬ

と

は

な
ぬ
う
へ

し

　
　
ひ
ん
じ
ゃ

　

み

　
　
ふ
り

　

飢

死

ぬ
貧

者

を

見

ぬ
振

に

　

じ
　
ひ
ぜ
ん
ご
ん

　

慈

悲

善

根

の
な

き

人

は

ぷ
　
た
か
ら
　
あ
ま
　
　
　
　
　
　
　
も
の

　

宝

は
余

り

は

な

き
物

ぞ

ヌ
お
　
　
　
　
　
　
　ま
こ
と
　
し
ん
ぐ

　

そ
れ

こ
そ

真

の
信

心

よ

ま
　
か
し
ら
だ
つ

　

頭

立

た

る

人

み
＼

は

　

あ
っ
　
　
せ
ぎ
や
う
　
　み
　
　
　い

　

厚

く

施

行

に

身

を

入

れ

よ

　

く
は
う
だ
い
む

へん
　
　
ぜ
ん
じ

　

広

大

無

辺

の

善

事

也

が
れ

み

　

　

　

つ
く
く
わ
ほ
う
あ
る

　

身

に

付

果

報

有

ま

い

か

　

こ
の
　
　
　
　
　ひ
ろ

　

好

ん

で

拾

ふ

て

く

う

物

は

　

ぜ　
ひ
　
　
　
　
そ
で
ご
ひ

　

是

非

な

く

袖

乞

す

る

事

ぞ

ぷ
む
　
　
　
　
　
　
　じ
ん
し
ん
お
こ

　

を
の
く

仁
心
起
ら
ぬ
か

む
ゆ
し
ん
ぐ

　

信

心

な

け

れ
ば

人

で

な

し

ま
っ
た
く
ぎ
う

ば

　

全

牛

馬

に

こ
と

な

ら
ず

　

　
し
だ
い

　

　

　

　

(丁

)

六
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ゑ
ら
　
　
　
　
　う
ゑ

よ

い
た

ね

撰

ん

で
植

た
ま

へ

(
乙
)

　

　

　

　

　

　

　

う
へ

よ

ひ
種

ゑ

ら

ん

で
植

給

へ
　
(戊

)

た
ね
　
　

お
し
　
　
　
　
う
ゑ

種
を
惜
み
て
植
ず
し
て

(乙
)

た
ね
を
惜
み
て
植
ず
し
て

(戊
)

た

は
た
　
　
む
ぎ
ひ
ゑ
ま
か

田
畑
に
麦
稗
蒔
ざ
れ
ば

(乙
)

田
畑
に
稗
蒔
ざ
れ
ば

(戊
)

む
ぎ
ひ
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
や
う

菱
科
と
る
べ
き
様
も
な

し

(乙
)

麦
ひ
え
取
べ
き
様
も
な

し

(戊
)

む
ぎ
ひ

へ
少
々
ま
き
お
け
は

(丙
)

ほ
ど
こ
施

し

せ

よ
と

は
す

・
め

た

り

(乙

)　

(戊

)

善

じ
を

せ

よ
と

す

・
め

た

り

(丁

)

さ
す

れ
ば

貧

者

人
ま

で

(戊

)

も
っ

こ
　
　
　も
た
　
　
　
　
も
て

持
子
が
持
ね
は
持
ぬ
な
り

(乙
)　

(戊
)

ひ
と
　
　
　う
ら

人

の
恨

み

を
う

け

ぬ
れ

ば

(乙

)

人

の
う

ら

み
を

う

け

ぬ

れ

ば

(戊

)

　

　

　

わ
が
こ
　
　
　う
き
し
づ

ゆ
つ

る
我

子

の
浮

沈

み

(乙

)

ゆ
つ

る
我

子

の
う

き

沈

み

(戊

)

ふ
で
　
　
　ひ

だ
う

筆
の
非
道
を
す
べ
か
ら
ず

(乙
)　

(戊
)

や

し
き
　
　
く
さ

き
　
　
　お
ひ
し
げ

屋
敷
は
草
木
が
生
蕃
り

(乙
)　

(戊
)

お
や
　

　
い
ん
く
は
　

　
み
　
　

む
く

親

の
因

果

が
身

に
酬

ひ

(乙
)　

(戊

)

　

　

　

　

　
し
そ
ん
だ
ん
ぜ
つ
　
　

い
へ

こ

の
次

に
、
子
孫

断
絶

す

る
家

は
、
の

一
句

が

挿

入

さ

れ

る

(乙

)

(戊

)

も
し
　
　
　
　
お
や

若
そ
の
親
に
は
な
れ
な
ば

(乙
)

若
其
親
に
は
な
れ
な
ば

(戊
)

は
と
　
　
か
ら
す
　
　お
と

鳩
や
烏
に
劣
り
た
り

(
乙
)　

(戊
)

か

あ
ゆ
　
　
わ
が

こ

可

愛

き

我

子

を

し

つ
け

る

に

(
乙
)
　

(戊

)

　

　

　

ま
さ
　
　
　
　
　
く
ど
く

こ
れ

に
勝

れ

る
功

徳

な

し

(乙

)

※　※　※

222120

※

23

※

24

※

25

※　※

2726

※　※

2928

※

30

※

31

※

32
※　※　※

353433

　

　

ほ
ど
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
じ

そ

れ
程

す

ぐ

れ

た
善

事

な

し

(丁

)

是

に
勝

れ

る
功

と

く

な

し

(戊

)

た

と

へ
万
貫

長

者

て
も

(戊

)

妻

も
子

も
銭

も
金

も

(戊

)

ゆ
く
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で

行

衛

も

し

ら
ず

た

ど

り

出

(乙

)

行

方

も

し

ら
ず

た

と

り

い

で

(戊

)

　

　

　

　

　

　

　

い
る
こ
と

く

ら
き

や

み
ち

に
入

事

ぞ

(乙

)

く

ら
き

や
道

に

い
る
事

ぞ

(戊

)

と
　
　

か
く

い
の
ち
　

　
　

　
　か
ぎ

兎
に
角

命
の
あ
る
限
り

(乙
)

兎
に
角
命
の
有
か
ぎ
り

(戊
)

ぼ

だ
い
　

　
た
ね

菩
提
の
種
を
う
ゑ
つ
べ
し

(乙
)

菩
提
の
種
を
植

つ
べ
し

(戊
)

明
日
は
我
身
葬
礼
ぞ

(戊
)

し
か
　
　
　
　
た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
ば

然

れ

ば

頼

み

の
な

き

娑

婆

に

(乙

)

然

れ

ば

頼

の
な

き

娑

婆

ぞ

(戊

)

き
ん
ぐ
を
し
　
　
　
　
な
に

金

銀

惟

み

て
何

に
す

る

(乙

)　

(戊

)

さ
い
は
ひ
ふ

う

き

幸

官
田
貴

あ

る

ひ

と

は

(
乙
)

財

宝

ふ
う

き

あ

る
人

は

(戊

)

い
ぬ
　
　
　
　

お
ん

ぎ
　
　
　
し

狗

で
も
恩
義
は
知
る
ぞ
か
し

(乙
)

狗
で
も
恩
儀
は
し
る
ぞ
か
し

(戊
)

お
ん

し

　
　

ひ
ん
じ
ゃ

　

た
す

恩
知
る
貧
者
を
助
く
べ
し

(乙
)

恩
し
る
貧
者
を
助
く
べ
し

(戊
)

い
へ
は
ん
え

い
　
　

き

と
う

家
繁
栄
の
祈
祷
な
り

(乙
)

家
繁
栄

の
祈
祷
也

(戊
)

て
ん

ま
　
げ

だ
う

天
魔
外
道
も
よ
り
付
ず

(乙
)　

(戊
)

う

へ
し

　
　
ひ
ん
じ
ゃ

　

み

　
　
ふ
り

飢
死
ぬ
貧
者
を
見
ぬ
振
で

(乙
)　

(戊
)

く
ら
　
　こ
こ

ろ
　

お
に
　
　
じ
ゃ

暮
す
心
は
鬼
か
蛇
か

(乙
)

七
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※

36

※　※　※

393837

※

40

※　※　※

434241

※　※　※

464544

暮
す
こ
・
ろ
は
鬼
か
蛇

か

(戊
)

た
か
ら
　

あ
く
こ
と
　
　
　
　
も
の

宝
に
飽
事
な
き
物
ぞ

(乙
)　

(戊
)

た
か
ら
　
　
あ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の

宝
に
余
り
は
な
き
物
ぞ

(丙
)

あ
き
　
　

　
た
か
ら
　

　
せ
ぎ
や
う

飽

な

き

宝

で
施

行

せ

よ

(乙

)　

(戊

)

　

　

　

　
ま
こ
と
　
　し
ん
ぐ

そ

れ

こ
そ

真

の
信

心

ぞ

(乙

)
　

(戊

〉

か
み
し
も

き

せ
ん
　
　
へ
だ
て

上
下
貴
賎
の
隔
な
く

(乙
)

上
下
貴
賎
の
へ
た
て
な
く

(戊
)

か
し
ら
だ
ち
　
　
　
　
　ひ
と

頭

立
た
る
人
ぐ

は

(乙
)

か
し
ら
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
と
ぐ

頭

だ

ち

た

る

人

々

は

(丙

)

ひ
ん
じ
ゃ
　
　い
の
ち
　

す
く

貧
者
の
命
を
救
ふ
こ
そ

(乙
)　

(戊
)

み
　

　

つ
く
く
は
ほ
う

　
　
あ
る

身

に

付

果

報

は

有

ま

い

か

(
乙

)　

(戊

)

　

　

　

　

　

ぜ
　
ひ
　
　
　
　
そ
で
ご
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
ぜ
　
　
　ま
く
た
ね

以

下

四

句

、

是

非

な

く

袖

乞

す

る

も

の

は

　

前

世

に

蒔

種

た

ら

　

　

　

　

ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　く
ひ
も
の
　
　
　
　や
む
こ
と
え
　
ず

ぬ

ゆ

へ
　

人

の

す

て

た

る

喰

物

を

　

已

事

不

得

し

て

く

ふ

事

ぞ

、

と

作

る

ハ
乙

)
　

(戊

)

　

　

　

　

ふ
び
ん
　
　
お
こ

お
の
く

不
便
は
起
ら
ぬ
か

(丙
)

じ
ん
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　ひ
と

仁
心
な
け
れ
ば
人
で
な
し

(乙
)　

(丙
)　

(戊
)

こ
の
せ
つ
じ
ん
し
ん

此
節
仁
心
お
こ
ら
ね
ば

(乙
)

こ
の
せ
つ
じ
ん
し
ん
お
こ

此
節
仁
心
起
ら
ね
ば

(丙
)　

(戊
)

　
右

に
掲
げ
た

一
二
六
句
か
ら
な
る
本
文
は
、　

〔
1
類
〕

の
甲
、
丙
、
丁
に
共

通
し
、
相
互
に
密
接
な
か
か
わ
り
を
有

す
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
甲
が
も
と
と

な

っ
て
、
丙
や
丁
が
後
に
刷
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
校
異
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、

一
二
七
句
の
乙
と
戊
は
互

い
に
関
係
が
深

い
。
戊
は
明
治

期
刊
と
思
わ
れ
る
銅
版
刷
で
あ
る
か
ら
、
乙
を
も
と
に
し
た
と
考
え
て
よ

い
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
甲
と
乙
と
を
比
較

し
て
み
る
と
、
後
者

の
本
文
は
前
者

よ

り
合
理
的
な
構
成
を
と

っ
て
お
り
、
後

の
改
変
を
思
わ
せ
る
。
実
際

に
、
甲
は

寛
政
四
年

(
　
七
九
二
)
の
初
版
本
と

思
わ
れ
る
①
②
と
そ
の
版
を
流
用
し
た

⑤
⑥
で
、
秋
里
湘
夕

(籠
島
)

の
寛
政
三
年
十
二
月
の
序
文
を
持

つ
の
に
対
し
、

乙
は
ず

っ
と
後

の
文
久
元
年

(
一
八
六

一
)
四
月

の
思
明
舎
な
る
心
学
の
徒

の

序
文
を
持

つ
。　

〔1
類
〕
に
お
い
て
は
甲

の
本
文
が
古

い
由
緒
を
持
ち
、
管
見

に
入

っ
た
伝
本

の
数
か
ら
も
、
も

っ
と
も
広
く
読
者
を
得
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
の

〔1
類
〕
甲
の
本
文

こ
そ
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
も

っ
と

も

一
般
的
に
白
隠

の

『施
行
歌
』
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も

の
に
他
な
ら
な

い
。
ち
な
み
に
白
隠
著
作
の
基
本
文
献
で
あ
る

『白
隠
和
尚
全
集
』
第
六

(昭

和
九
年
、
竜
吟
社
版
)

の
他
、　

『白
隠
禅
師
仮
名
葎
』
　

(明
治
十
七
年
)
、　

『禅

門
法
語
全
集
』
第
六
巻

(明
治
二
十
九
年
)
、　

『白
隠
和
尚
全
集
』　

(明
治
三

十

一
年
、
光
融
館
本
)
、　

『日
本
教
育
文
庫
』
宗
教
篇

(明
治
四
十
四
年
)
、

「白
隠
禅
師
の
言
行
』　

(大
正
四
年
)
、　

『追
善
之
栞
』

下
冊

(大
正
六
年
)
、

『轍
鋪
禅
門
法
語
集
』
中

(大
正
十
年
)
、　

『白
隠
禅
師
法
語
録
』　

(大
正
十

一

　
マと

年
)
、　

『白
隠
禅
師
と
そ
の
語
録
』　

(昭
和
三
年
)
、　

『高
僧
名
著
全
集
』
第

　
　

　ゑ

十
二
巻

(昭
和
五
年
)
、　

『白
隠
禅
師
法
語
集
』　

(昭
和
十
七
年
)
、　

『舶
鱒

槻
鱗

書
画
の
写
真
集
』

(昭
和
三
+
二
年
)
、

『白
隠
』

(白
隠
禅
師
遺
徳
顕

彰
会
編
、
昭
和
四
十
三
年
)
、
松
蔭
寺
発
行
活
字
本

『安
心
ほ
こ
り
た
た
記

施
行
歌
』
　
(昭
和
六
十
三
年
)
等
、
ほ
と
ん
ど

の
活
字
本
が

〔1
類
〕

甲
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

文
に
よ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次

に
、　

〔1
類
〕
甲
～
戊
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
に

つ
い
て
述
べ
た

い
。
初
め
に

甲
の
構
成
を
①
を
も
と
に
箇
条
書
き
に
し
て
左
に
掲
出
す
る
。

ω

表

紙

(色

付

き

厚

表

紙

、

外

題

「
白

隠

禅

師

施

行

歌

　

全

」
　

〈
題

簽

〉

)

　

…

…

〔
写

真

1

〕

参

照

。

②

表

紙

見

返

し

扉

(右

に

富

士

山

麓

の

庵

に

住

す

る

白

隠

と

土

地

の

人

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
く
ゐ
ん
ぜ
ん
じ
　
せ
ぎ
や
う
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ん

　

の

交

流

を

描

く

絵

、

中

央

に

内

題

「
白

隠

禅

師

施

行

歌

全
」

、

左

に

「
駿

　

し
う
は
ら
　
　
せ
ん
だ
い
そ
ん
し
さ
い
つ
こ
ろ
こ
の
せ
ぎ
や
う
う
た
　
　
つ
く
　
　
　
　ら
う
し
や
う
　
う
た
は
　
こ
く
ち
う
　
　
ざ
い

　

州

原

の

閲

提

尊

師

近

着

此

施

行

歌

を

作

り

て

老

少

に

謳

せ

国

中

の

在

　

が
う
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
み
ん
　
　す
く
　
　
　
じ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ょ
に
ん
こ
の
も
ん
　
　
ゑ
と
く
　
　
が
う

　

郷

を

め

ぐ

ら

せ

窮

民

を

救

ふ

一
助

と

し

玉

へ

ば

諸

人

此

丈

に

会

得

し

豪

八
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騨㌔ゲ饗

、

[写真V]架 蔵A本

　

か
　
　
　
　
　
　
　
　そ
の
ぶ
ん
げ
ん
さ
う
を
う
　
　
せ
ぎ
や
う
　
ひ
ん
こ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
　
　
　
　
あ
つ
さ

　

家

を

は

じ

め

其

分

限

相

応

に

施

行

し

貧

困

を

す

く

ひ

け

る

今

こ

れ

を

梓

　

　

　

　

よ
　
も
　
　
ひ
ろ
　
　こ
ん
ぜ
じ
ん
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
す
が

　

に

し

て

四

方

に

弘

め

今

世

仁

心

に

も

と

つ

く

便

な

ら

ん

事

を

ね

が

ふ

の

　

み

　

平

安

書

林

　

合

梓

」

)

…

…

〔
写

真

H

〕

参

照

　

　

　

　

　

は
く
ゐ
ん
ぜ
ん
じ
　
せ
ぎ
や
う
った
じ
ょ
　
　
き
う
こ
ち
や
う
じ
や
　
　
せ
ん
き
ん
　
　ほ
ど
こ
　
　
ぎ
　
を
ん
し
や
う

㈲

序

文

(

「
白

隠

禅

師

施

行

歌

序

　

給

孤

長

者

は

千

金

を

施

し

祇

園

精

　

じ
ゃ
　
　い
と
な
　
ほ
ん
て
う
ふ
　
じ
　
　
さ
ん
ろ
く
は
ら
　
　ゑ
き
　
　は
く
ゐ
ん
ぜ
ん
じ
　
　
　せ

ぎ
や
う
う
た
　
　
つ
く

　

舎

を

営

み

本

朝

不

二

乃

山

麓

原

の

駅

の

白

隠

禅

師

は

施

行

歌

を

作

り

て

　

ら
う
せ
う
　
　
う
た
　
　
　
　ゑ
ん
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ど
こ
さ
　
　
　
き
う
み
ん
　
　
す
く
　
　
と
し
　
　
ほ
う
け
う

　

老

少

に

調

は

せ

遠

近

よ

り

千

金

を

施

し

め

窮

民

を

救

ふ

年

の

豊

凶

人

の

　

ひ
ん
ふ
く
　
し
た
が
　
　
　ほ
ど
こ
　
ひ
と
　
　う
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　ぜ
ん
ゑ
ん
　
　
ゆ
づ
う
　
　そ
く
ぶ
つ
　
　
ゐ
ん

　

貧

福

に

循

ふ

て

施

す

人

も

受

る

人

も

み

な

善

縁

に

融

通

し

即

仏

の

因

と

　

　

　

　

　

　

せ
ん
し
ゃ
う
き
や
う
　
　
　
　
　
　
し
や
う
じ
や
う
　
さ
と
り
　
　
　
だ
ゼ
や
う
　
さ
と
り
　
　い
ら

　

な

る

し

ば

ら

く

専

勝

経

に

よ

り

て

小

乗

の

禅

よ

り

大

乗

の

禅

に

入

し

　

　

　

　

　

は
う
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
う
り
う
　
　
　
き
よ
く

　

め

ん

と

の

法

語

な

り

こ

れ

を

月

の

ゆ

ふ

べ

花

の

あ

し

た

に

風

流

な

る

曲

　

ふ
し
　
　
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
き
ん
　
　み
や
こ
　
　い
た
　
　
　
　
　
う
た
が

　

節

に

謳

ひ

た

ま

は

ゾ

布

金

の

都

に

至

ら

ん

事

疑

ひ

あ

る

べ

か

ら

ず

　

寛

　

　

　

　

　

　

　マ
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　フ
　

　

政

三

歳

辛

亥

冬

臘

月

　

　

籠

蔦

　

秋

里

湘

夕

　

回

團

」

)

　

　

　

　

　

　

は
く
ゐ
ん
ぜ
ん
じ
　
せ
ぎ
や
う
う
た

㈲

本

文

(端

作

「
白

隠

禅

師

施

行

歌

」

、

前

掲

一
二

六

句

、

途

中

西

中

詞

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ
ぜ

　

を

伴

う

三

葉

の

絵

入

く
第

一
図

「
い

つ

も

の

通

り

畔

に

お

は

ら

ひ

さ

ま

　

を

立

て

し

ゃ

つ

し

ゃ

れ

」
　

「
こ

と

し

は

ど

ふ

や

ら

曲豆
年

ら

し

い

」

、

第

　
　
　
二
図

「
此
金
子
は
親
父
が
ま
さ
か
の
時

に
出
し
つ
か
ひ
候

へ
と
お

・
せ

　
　
　
を
か
れ
し
用
心
金
に
て
ご
ざ
る
」
　

「
や
ぶ
れ
し
ぬ
の
か
た
び
ら
は
元
祖

　
　
　
が
つ
ね
に
き
ら
れ
て
か
せ
ぎ
玉
ふ
か
た
み
に
て
家
の
宝
と
ぞ
ん
ず
る
」

、

　
　
　
第
三
図

「善
根
を
す
る
人
の
そ
ば

へ
寄
た
ら
悪
魔
ど
も

一
々
み
ち
ん
に

　

　

　

し

て

く

り

や

う

」
　

「
の

ふ

こ
は

や

お

そ

ろ

し

や

に

げ

よ

く

」

〉

、

末

　
　
　
尾

「
關
提
尊
師
施
行
歌
終
」
)
…
…
三
葉

の
絵
を
順
に
掲
げ
る
。　

〔写

　
　
　
真
田
〕　

〔写
真
W
〕　

〔写
真
V
〕
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
隠
禅
師
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら　
で
がま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
㈲
広
告
、
刊
記

(
「
　
遠
羅
天
釜
附
続
集
鉱
舗
粟
曙
」　
「右
之
書
先
年
板
行
出

　
　
　
来
仕
候
御
求
メ
御
覧
可
被
下
僕
」
、　

「寛
政
四
年
壬
子
春
発
行
　
平
安
書

　
　
　
林
寺
町
麟
辮

圃
八街

。
繍
樋
懸

璽

)

　
右
に
掲
出
し
た
部
分

の
う
ち
、
吻
全
体
を
欠
く
本
が
⑤
で
、
末
尾

の

「
平
安

書
林

合
梓
」
を
欠
く
の
が
④
と
⑦

で
あ
る
。
ま
た
、
曲
全
体
を
欠
く
本
が
④

で
、

「寛
政
三
歳
」
以
下
を
欠
く
の
が
⑦

で
あ
る
。
但
し
、
⑦

は
写
本

の
た
め
、

書
写
し
た

「豊
治
良
」
な
る
人
物
が
省
略
に
従

っ
た
可
能
性
も
大
き

い
。
伺
は

初
版
と
思
わ
れ
る
寛
政
四
年
刊
本
に
よ

っ
た
の
で
、
①
②
と
未
見
な
が
ら
同
版

本
ら
し
き
③
以
外
は
こ
れ
を
持
た
な
い
。
④

は
末
尾

に

「富
貴
長
命
は
皆
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ね　　
う
ゆ

望
所
な
れ
ど
も
其
道
を
聞
て
因
を
穫

る
者
ま
れ
に
多
す
慳
貪
邪
見

に
生
涯
を
送

り
苦
海
に
沈
む
は
唯
愚
昧
に
し
て
尊
き
法

の
道
を
聞
ざ

る
に
よ
る
青
白
隠
禅
師

老
婆
心
切
に
愚
蒙
の
男
女
を
燐
み
施
行
歌
を
作
り
て
因
果

の
理
を
さ
と
し
法

の

道
し
る
べ
と
な
し
末
世
の
人
に
富
貴
長
命

の
方
を
教

へ
玉
ひ
し
文
今
猶
四
方
に

　
　
　
　
　
　
お
ほ
き　
　ず
い
き

伝

へ
て
利
益

の
広
多
を
随
喜
し
又
梓
に
彫
て
遠
近
の
人
に
法
施
す
　
文
政
十
年
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
松
坂

野
田
栄
・漏

夢

掴
禰
圖

」
と
い
・つ

亥
正
月
　
妙
有
上
人
識

跋
文
と
刊
記
を
持

つ
。
⑤
は

「仏
兎
車
　
全
」　

「
孝
行
和
讃
　
全
」　

「白
隠
禅

師
施
行
歌

全
」
　
「鯉
編
砺
の
戯

全
」

の
四
種

の
本

の
広
告
ど

「
天
保

四
年

　
　
　
レがぶ
サ
　ニゑ
ト
ル

巳
冬
　
　
め
と
ぎ
や
宗
八
」
な
る
刊
記
を
有
す
る
。
⑥
⑦
は
㈲
部
分
を
ま

っ
た

く
欠

い
て
い
る
。
な
お
、
㈲
に
掲
出
し
た
よ
う
に
刊
本

で
あ
る
①

～
⑥
は
す
べ

一
〇
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[写真VI]架 蔵C本

て

同

一
の

三

葉

の

絵

を

本

文

中

に

持

つ

(
〔写

真

皿

〕
〔写

真

W

〕
〔
写

真

V

〕
の

順

)
。

　

続

け

て

乙

の

構

成

を

甲

と

同

様

に

掲

出

す

る

。

も

と

に

し

た

本

は

①

架

蔵

C

本

で

あ

る

。

　

　

D

表

紙

(甲

と

同

様

、

色

付

き

の

厚

表

紙

で

袋

綴

と

す

る

が

、

題

簽

が

落

　

　

　

剥

し

て

お

り

外

題

不

明

)

　

　

捌

表

紙

見

返

し

扉

(左

上

か

ら

右

下

に

か

け

て

、

富

士

山

麓

の

庵

に

住

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

す
　

　

　

　

る

白

隠

と

土

地

の

人

と

の

交

流

を

描

く

大

き

な

絵

、

そ

の

右

上

に

は

　

　

　

す
ん
し
う
は
ら
　
　せ
ん
た
いそ
ん
し
さ
い
つ
こ
ろ
き
き
ん
　
　
　
　
　
　こ
の
せ
ぎ
や
う
っ
た
　
　つ
く
　
　
　
　ら
う
し
や
う

う
た
は

　

　

　

「
駿

州

原

の

閑

提

尊

師

近

着

飢

饉

の

と

し

此

施

行

歌

を

作

り

て

老

少

に

謳

　

　

　

　

こ
く
ち
う
　
　
ざ
い
が
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
み
ん
　
　
す
く
　
　
いち
じ
ょ

　

　

　

せ

国

中

の

在

郷

を

」

、

左

下

に

続

け

て

「
め

ぐ

ら

せ

窮

民

を

救

ふ

】
助

　

　

　

　

　

　

　

し
ょ
に
ん
こ
の
も
ん
　
　
ゑ
と
く
　
　が
う
か
　
　
　
　
　
　
　
　そ
の
ぶ
ん
げ
ん
さ
う
を
う
　
　
　せ
ぎ
や
う

　

　

　

と

し

玉

へ

は

諸

人

此

文

に

会

得

し

豪

家

を

は

じ

め

其

分

限

相

応

に

施

行

　

　

　

　

ひ
ん
こ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　いま
　
　
　
　
　
あ
つ
さ
　
　
　
　
　
　よ
　
も
　
　
　ひ
ろ
　
　
こ
ん
ぜ

じ
ん
し
ん

　

　

　

し

貧

困

を

す

く

ひ

け

る

今

こ

れ

を

梓

に

し

て

四

方

に

弘

め

今

世

仁

心

に

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
も
と
つ
く
便
と
す
」
、
中
央
に
内
題

「白
隠
禅
師
施

行

歌
合
」
)
…
…

　
　
　
〔写
真
W
〕
参
照

、　

繍
謎

"轡

鍵

議

、

叢
漁

乳∵
、序
響

奮

、野
饗
　

一
ザ
、守
㍗

麟潮
繋 焼 ・獅y
　 　 　 　 　 　 　 　 ・ヨ

綴

　
　

跳
鯊
慧々

〆　
　
　

f
葦

　
　
　

嚢

貯

　壌

叢蝋1

[写真孤]架 蔵C本[写真㎜]架 蔵C本

ご
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[写真IX]架 蔵C本[写真X]架 蔵C本

　

　

　

　

　

　

そ
れ
いね
　
　
い
の
ち
　
　
ね
　
　
　つ
ピ　
　
こ
と
ば
　
　
　よ
ね
　
　
　よ
　
　
　
ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り
ゃ
く
ご

　

　

團

序

文

(

「
矢

稲

は

命

の

根

の

約

め

言

葉

。

米

は

世

の

根

の

略

語

な

り

。

　
　
　
導

轡
欝

欝
ボ

・
餌

ご

欝
-
・・
か

噛

撮

憲
翫

欝
鞭
磨
・

　

　

　

た
く
は
　
か
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
き
う
み
ん
よ
　
　
な
が
ら
　
　
　
　ね
　
　
う
し
な
　
　
　
　
　
う
ゑ
じ
に
　
　
　
　
　
ほ
か

　

　

　

蓄

へ

囲

ふ

と

き

は

。

窮

民

世

に

存

ふ

の

根

を

失

ふ

て

。

飢

死

す

る

の

外

　

　

　

　

　

ぢ
や
う
き
や
う
　
は
じ
　
　
き
ょ
う
さ
く
き
き
ん
　
こ
と
　
　
　
　
す
ん
し
う
ふ

じ
　
　さ
ん
か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は
ら

　

　

　

な

し

。

貞

享

の

初

め

。

凶

作

飢

饉

の

事

あ

り

。

駿

州

不

二

の
山

下

。

原

　

　

　

し
ゅ
く
し
よ
う
い
む
　
じ
　
　
た
い
せ
ん
ち
し
き
は
く
い
ん
ゑ
く
わ
く
ぜ
ん
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
の
ぴ
な
う
た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を
ち

　

　

　

の
駅

松

蔭

寺

の

大

善

知

識

白

隠

恵

鶴

禅

師

此

鄙

歌

を

つ

く

り

て

。

遠

　

　

　

こ
ち
　
　ら
うに
や
ノえ
う
と
う
　
　う
た
　
　
　
ム
う
か
　
　こ
しろ
ざ
　
　
　お
こ
　
　
　
　
　
お
ほ
ひ
　
　
く
み
ん
　
　
う
え

　

　

　

近

の

老

若

幼

童

に

調

は

せ

富

家

の

志

し

を

起

し

て

。

大

に

苦

民

の

飢

を

　

　

　

す
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
　
　
ぼ
う
き
ょ
う
ひ
と
　
　
ひ
ん
ふ
く
　
　　
　
　
ゆ　
　
　
　
　
　ロ　
　
む
　
　ひ
と
　
　
　やも
　

　

　

　

救

ひ

玉

ふ

。

さ

れ

ば

年

の
豊

凶

人

の

貧

口囲
こ
盾

ふ

て

。

施

す

人

も

受

る

　
　
　
灘
乳
離鍵
繊
蟹
轡

癬

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ
ん
し
よ
う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ば

ら

く

専

勝

　
　
　
麟

㌦
"
.・.
鍵
じ鰐

野

劉

蟻

退
∴

∵

葛

己鱗

ガ

　

　

　
今

猶

こ

れ

を
花

の
旦

。

月

の
夕

に
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鄙

び

た

る

声

し

て

謳

ひ

。

富

家

を

　

　

　

いざ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
き
む
　
　み
や
こ
　
　い
た
　
　
　
　
こ
と
　
　う
た
が

　

　

　
誘

ふ
も

の

な

ら

ば
布

金

の
都

に

至

ら

ん
事

。

疑

ふ

べ

か

ら

ず

と

云

々

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め
　

　

　

　
文

久

元

辛
酉
卯

月

　
思

明
舎

誌

　

園

圃

」

)

　

　

　

　

　

　

　

　

は
く
い
ん
ぜ
ん
じ
　
せ
ぎ
ゃ
　り
つ
た

　

　
働

本

文

(端

作

「
白

隠

禅

師

施

行

歌

」

、

　

　

　
歌

を

伴

う

四
葉

の
絵

入

〈
第

]
図

「
お

さ

ま

り

て

四

つ
の

道

あ

る

君

が

　

　

　

よ
　
　
は
る
な
つ
あ
き
　
　
　
　
　
　
　
み
　
た
　
か
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ほ
　
と
　
も　
ぎ
　
す

　

　

　
代

は

春

夏

秋

に

ふ

ゆ

る
実

田
佳

良

　

月

丸

」

、

第

二

図

「
副

登

々

幾

須

　

　

　
な
き

　

　
し

で

　
いり

　

　

　

　
　あ
り
あ
け

　
と
こ
や
み

　
そ
ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ
ど
こ

　
　
　
締
つ
る
死
出
に
駄
ぬ
れ
ば
た
翁

明
も
常
闇
の
窪
狙
∵
糖
三
図

「
施
し
の

　

　

　

米

に

は

あ

ら

で

一

つ

か

み

に

悪

魔

を

ひ

し

ぐ

諸

天

善

神

　

三

五

道

人

」
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
る
み
だ
う
ぐ
　
　
か
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
ぞ
　
　
か
げ
　
　
ほ
す

　
　
　
第
四
図

「
か

・
や
か
す
着
類
道
具
の
数

ぐ

も
こ
れ
や
先
祖
の
蔭

に
干

　
　
　
ら
ん
　
月
麿
」
〉
、
末
尾

「思
明
舎
施
印
　
關
提
尊
師
施
行
歌
終
」
)
…
…

　
　
　
四
葉

の
絵
を
順
に
掲
げ
る
。
　

〔写
真
W
〕
　
〔
写
真
皿
〕
　

〔写
真
K
〕

　
　
　
〔写
真
X
〕
参
照

　

〔写
真
M
〕
を

〔写
真
∬
〕
と
較
べ
る
と
、
両
者
は
た
い
へ
ん
よ
く
似

て

い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
扉
の
詞
も

ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
前
述

の
よ
う
に
乙
が
甲
に
基
づ

い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
偶
序
文
も
後
半

は

甲
の
秋
里
湘
夕
の
も
の
に
完
全
に
依
拠
し
て
い
る
。
鰯
本
文
に

つ
い
て
は
前
述

し
た
喧

　
次

に
丙
は
前
述

の
よ
う
に
他
作
品
と
の
合
冊
本
で
あ
り
、　

『施
行
歌
』

に

つ

】
二
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『思文閣古書資料目録』掲載本[写真XI][写真皿]架 蔵D本

い
て
も
序
蹟
等
を

一
切
持
た
な
い
単
純
な
形
式
を
採

る
。
　
一
冊
全
体
の
構
成
を

①
東
京
大
学
本
を
も
と
に
左
に
掲
出
し
て
お
く
。

　
　
ω
表
紙

(色
付
き
厚
表
紙
、
外
題
「解
嬬

繍
　
枢
蝶
峨
噸
、
キ
　
全
」
〈
題
簽
〉
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コな
めマ
　

　
　
②
本
文

(各
端
作

「孝
行
和
讃
　
宣
契
上
人
作
」
「
因
果
和
讃

[

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　ど

　

　

　

「施

行

歌
　

白

隠

禅

師

作

」
　

「
ほ

こ

り

た

・
き

　

白

隠

禅

師

作

」

)

　

　

團

刊

記

(
「
天

保

十

三

壬
寅
五
月

　

伊

勢

国

引

接

寺

沙

門

法

龍

敬

刻

」

)

　

丙

の
う

ち

③

京

都

大

学

本

は

外

題

を

「
酵
瓢
欄
灘

聯
請
撒
た

、
き
　

全

」

、

本

文

端

作

の
う

ち

「
因

果

和

讃

」

作

者

を

ま

っ
た

く

の

空

白

と

し

、

刊

記

を

「
弘

化

元

辰
年

　

京
極
通
西

邑

氏

施

刻

」

と

す

る
。

　

次

に
丁

の
構

成

に

つ

い
て
も

触

れ

る
。

丁

は

一
枚

物

で

甲

、

乙

、

丙

と

は

大

き

な

相

違

が

あ

る
。

写

真

が

掲

載

さ

れ

た

『
愚

父

閣

古

書

資

料

目

録

』

第

百

三

十

一
号

(平

成

4
年

9
月

)

に

よ

れ
ば

、

縦

三

六

糎

、

横

四

九

糎

と

の

こ

と

で

薩
　
　
隔.
聯

耀
　
.
襯
、
欝
　
　
　
、　
　
　
　

「　

騨　
　

購
　
　
簾
鍵

叢

・　

ヒ、
謬

そ

の
構

成

を

左

に
掲

出

す

る
。

　

　

ω

冒

頭

表

題

(
「
白

隠

禅

師

施

行

歌

　

　
何

某

施

印

」

)

　

　

吻

本

文

(
一
二
六

句

、

途

中

に

一
葉

の
絵

入

り

)

…

…

〔
写

真

X
〕

参

照

　

　

　

　

　

　

　

　
そ
ん
し
　
　
う
た
　
　ふ
か
　
　あ
じ
は
　
　
　
　
　
た
と
　
　ほ
ど
こ
　
　
で
　
き
　
　
　ひ
と

　

　

纈

跋

文

(
「
右

尊

師

の
歌

を

深

く

味

ふ

べ

し

讐

ひ

施

し

出

来

ぬ

人

と

て

も

　

　

　

た
に
ん
　
ほ
ど
こ
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
れ

　

　

　

他

人

の
施

を

見

て
と

も

に
…

…

(写

真

不

明

瞭

の
た

め

中

略

)

…

…

是

　

　

　

ま
た
か
う
だ
い
む
　
へん
　
　
ぜ
ん
じ
　
　
　
し
そ
ん
て
う
き
う
　
　も
と
ひ

　

　

　

又
広

大

無

辺

の
善

事

は
子

孫

長

久

の
基

な

る

べ

し
」

)

　

戊

は

丁
と

同

様

の

一
枚

刷

で
あ

る

が

、

扇

面

の

形

状

を

し

て

い

る

。

銅

版

刷

で
明

治

期

の
も

の
と

思

わ

れ

る
。
　

『施

行

歌

」

を

全

体

の
表

題

と

し

て

、

そ

の

本

文

に

は

「
長

者

に
な

る
伝

」

と

い
う

小

題

を

付

し

て

中

央

に

置

く

。

前

に

相

置
に
は

「養
蚕
子
も
り
謡

・
住
居
子
も
り
謡
」
を
据
え
る
。
左
に
簡
単

な
構
成

を
掲
げ
る
。

　
　
ω
冒
頭
表
題

(
「白
隠
禅
師
施
行
歌
」
)

　
　
ω
本
文

(各
端
作

〈小
題
〉
　
「嚇
楠
臨
移
入
せ
り
あ

い
問
答
」　
「長
者

に
な
る

一
三
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　に　

　
　
　
伝
」　
「養
蚕
子
も
り
謡

・
住
居
子
も
り
謡
」
、
全
体

の
本
文

の
下
に
あ

　
　
　
た
る
部
分
に
三
葉
の
絵
あ
り
)
…
…

〔写
真
団
〕
参
照

　
以
上
、　

〔1
類
〕

の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
　

〔1
類
〕
系
諸
本
は
、

丙
を
除
い
て

「白
隠
禅
師
施
行
歌
」
を
表
題
に
持

つ
点
が
特
徴

で
、

こ
れ
も
丙

を
除
い
て
挿
絵
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
序

や
践
を
有
す
る
も
の
も
多

い
。

本
文
的
に
は
甲
、
丙
、
丁
の

一
二
六
句

と
乙
、
戊
の

一
二
七
句
が
あ
る
が
、
関

連
が
き
わ
め
て
深
く
、
後
者
は
前
者
の
改
編

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
明
治
以
来
の
活
字
本

『施
行
歌
』

の
大
半
が

〔1
類
〕
甲

の
本
文
に
依
拠

す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば

『施
行
歌
』

の
主
流
に
位
置
す
る
本
文
を
伝
え
て

い
る
と
言

っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
乙
は
心
学
関
係
者
に
よ
る
出
版

で
あ
り
、

こ

の
時
期

の
心
学
思
想
が
、
手
嶋
堵
庵
が
採
用
し
て
以
来
の
教
訓
歌
謡

の
中
に
生

き
続
け
て
い
る
点
、
き
わ
め
て
興
味
深

い
。
仏
教
と
心
学
と
の
接
点
を
見
出
す

　
　
　
　
　
　
　

ハむ

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

四
　
　
〔H
類
〕
系
諸
本

に
つ
い
て

　
第
二
章
で
私
に

〔H
類
〕
と
し
た
諸
本
は
、
基
本
的
に

〔
1
類
〕
を
増
補
し

た
合
計

一
五
八
句

に
七
言
絶
句
等
を
付

加
し
た
本
文
を
持

つ
点

に
最
大

の
特
徴

が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
本
文
で
あ
る
甲
①
駒
沢
大
学

一
八
O
l
三
〇
五
本
を
底

本
と
し
て
左
に
掲
出
す
る
。
翻
刻
は
前
章
の

〔1
類
〕

と
同
様

の
凡
例
に
従
う

こ
と
と
す
る
。

〔本
文
翻
刻
〕

ち

は
や
ふ
る
か
み

　
ま
も
り

も
と

　

　
　
ふ
う

き

千
早
振
袖
の
守
は
元
よ
り
富
貴

め
く
り
　
　
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
の

運

あ

ふ
身

の
ま

っ
し
き

者

は

今

も
昔

も

目

出
度

御

代

は

　

　

　

み
く
ら
　
　う
ち
あ
け

い

て
や
御

倉

を
打

明

く

れ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

き
き
ん

人

の
心

の

ひ

か
む

か
飢

饉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

いた
む

い
か

・
す

る

や
と

お
も

へ
は

傷

た
み
　
　
か
て
　
　
　
　
た
く
は

民
の
糧
を
は
貯

へ
お
か
せ

き
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

め
い

君
の
お
か
け
て
露
命
を

つ
な
く

　

　

　

と
き
　
　
　
　
　あ
り

か

・
る

時

こ

そ

有

か

た

か

り

き

ち
　

　
　
　

お

か
た
　
　
に
ん

し
ょ

智
あ
る
御
方

の
仁
恕
を
か
り
て

こ
ん
し
や
う
ふ
う

き

今

生

富

貴

を
す

る
人

は

　

　

　
ほ
と
こ

今

生

に
施

し

せ

ぬ

人

は

り

こ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
る

利
根
で
富
貴
か
成
な
ら
は

ど
ん鈍
で
富
貴
を
す
る
中
に

こ
の

よ

　
　
せ
ん

　

　
　
た
ね

し

た
い

此
世
は
前
世
の
種
次
第

せ

き
や
う

施

行
に
大
小
あ
る
ゆ
へ
そ

ひ

ど
う

非
道
に
大
小
あ
る
ゆ
へ
そ

せ
い
す
い

盛
衰
ふ
た

つ
に
蒔
わ
か
る

よ
き
種
お
さ
め
て
植
給

へ

こ
く
　
　
　と
り

穀
物
取
た
る
た
め
し
な
し

麦
種
は

へ
た
る
た
め
し
な
し

五
升
や

一
斗
は
実
の
る
そ
や

く
は
ほ
う

　
　
は
い
　

　

　

あ
る

果
報
は
倍
く

有
も
の
ぞ

　

　

　

　

　

は
か
り

果

報

も
多

し

と

暈

し

れ

施

せ

よ

と

は
す

・
め

た

り

よ
し由
あ
る
事
と
お
も
ふ
べ
し

す
く
　
　
　
　
　
　
お
こ

救
ふ
心
を
起
す
へ
し

　
　
　
あ
る

あ
れ
は
有
ほ
と
た
ら
ぬ
も
の

看
て
あ
か
く
は
浅
ま
し
や

も
っ

こ
　
　

も
た

　

持
子
か
持
ね
は
も
た
ぬ
も
の

　
　
　
あ
っは
れ

持
子
は
天
晴
も

つ
も
あ
り

有
高
売
切
る
者
も
あ
り

親
の
望
に
ゆ
く
も
の
か

　
　
たを

人
を
倒
さ
す
施
行
せ
よ

吾
子
に
ゆ
つ
り
て
仇
と
な
る

　

と
し
　
　
き
つき
や
う
で
き

　

年

の
吉

凶

出

来

ふ

で

き

　

み
き
　
　ひ
た
り
　
　て
う
し
や
　
　た
の

　

右

や

左

の

長

者

を

頼

む

　

ぜ
ん
せ
　
　
ま
き
　
　
　
た
ね

　

前

世

に

蒔

お

く

種

が

あ

り

　

ら
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん
き
う

　

来

世

は

き

は

め

て

貧

窮

そ

豪
-
　

鈍

な

る
人

は

み
な

ひ

ん

か

　

　

　

　
び
ん
ほ
う

　

利

根

て
貧

乏

す

る
を

見

よ

　

富

貴

に
大

小

あ

る

事

は

　

貧

者

に
大

小

あ

る

事

は

　

ぜ
ん
あ
く
　
　
　
　
　
　
　
ま
く
た
ね

　

善

悪

ふ

た

つ
に
蒔

種

は

　

　

　

　

　

　

　

も
の

　

此

世

は

わ

っ
か

の
物

な

れ

は

　

種

物

お

し

ん

て
辞

す

し

て

　

た
は
た

　

田
畑

に
麦

種

ま

か

ず

し

て

　

麦
種

一
升

蒔

お

か

は

　

し

か

れ

は

少

し

の
施

し

も

　

　

　

　

　

　

お
へ

　

い
わ

ん

や

施

し
多

け

れ

ば

ゑ
ヱ
そ
れ
　
　
　
　し
ゃ

か
　
　
く
は
ん
を
ん

　
矢
ゆ

へ
釈
迦
も
観

音
も

ほ
と
け

　
　
ほ

さ

つ
　

す

し
め

　

仏

も

菩

薩

も

勧

し

は

　

　

　

　

　

こ
と
し
　
　
う
へ

　

さ

す

れ

は

今

年

の
餓

人

を

　

お
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
た
か
ら

　
各
く

富
貴
て
持
宝

　

　

　

　

　

　

　
ぜ
　
ひ

　
無

て

あ

か

く

は

是
非

も

な

や

多

く

の
田
畑

ゆ

つ

る

と
も

　
少

し
も

田
畑

ゆ
づ

ら

ね

ど

　
わ
か
　
　
　
　み
も　
　
　

う
す

　
我

子

の
耳

た

ふ
薄

け

れ
ば

　
と

か
く

真

子

の
耳

次

第

　

　

　

は
ん
し
ゃ
う
い
の

　
我

子

の
繁

昌

祈

る
な

ら

　
人

を

た
を

し

て
も

つ
宝

　
人

の
恨

の
か

・
る
も

の

一
四
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し
つ
み

　

ゆ

つ
る
子

孫

は

沈

け

る

　

筆

て
非

道

に
利

を

取

な

　

あ

ま

り

非

道

に
利

を

取

な

　

し
ん
　
　
　
　
づ

　

死

て
三

途

に
入

こ
と

そ

ゑ
ヨ

や

し
き
　
　
そ
う
も
く
を
い

　

屋

敷

は

草

木

生

し
け

る

　

　

　

　

し
そ
ん
　
　
あ
た

　

非

道

は

子

孫

の
仇

と

な

る

　

せ
け
ん
　
　
か
つ

　
世
間
に
数
く

あ
る
事
そ

※
4
　

親

か

悪

事

を

せ

ぬ

ゆ

へ
そ

　

　

　

　

　

　

いと

　

悪

ひ
風

を

も

厭

ひ

し

そ

叢
6
　

親

を

お
も

は

ぬ

お

ろ
か

さ

よ

　

と
ひ

　

鳶

や
か

ら
す

に

こ
と

な

ら

す

　

　

　

ご
し
ゃ
う

　

親

の
後

生

の
た

め

と

せ

よ

　

お

し
ま

ぬ
金

か
あ

る
も

の

ぞ

　

真

金

出

し

て
施

行

し

て

　

是

に
ま

し
た

る
善

事

な

し

　

し
ん

　

死

で
身

に
付

も

の
は

な

し

　

す
て
　
　
せ
ん
と

　

捨

て

冥
途

の

た

ひ
立

ぞ

　

耳

も

き

こ

へ
ず

目

も

見

へ
す

　

く
ら
　
　
　や
み
じ

　

暗

き

闇

路

に

い
る
事

そ

　

こ
ふ
く
は
い　
　
　
　
　
か
き

　

後

悔

す

る
事

限

り

な

し

叢
8
　

菩

提

の
種

を

ま
き

玉

へ

　

露

の
命

と

い
ひ
ま

す

る

　

つ
い　
　
　
　ひ
や
う

　

終

に
死

病

と

成

も

あ

り

ゑ
　
　
　
　
　
　と
ん

　
暮
に
頓
死
を
す
る
も
あ
り

　
明
日
は
わ
が
身
の
葬
礼
ぞ

　
金
銀
た
く
は
へ
何
に
す
る

　
貧
者
に
施
し
せ
ら
る
へ
し

　

ま
す
　
　は
か
り

　

升

や
秤

や
そ

ろ
ば

ん

や

　

か
し

　

貸

金

商

売

す

る
人

も

　

あ
ま

　

余

り

非

道

を

す

る

人

は

　

そ
の

　

其

身

は

三

途

に
お

ち

入

て

　
た
と
へ

　

縦

く

さ

き

は

は

へ
す

と

も

　

お
や　
　
あ
く
し

　

親

の
悪

事

か

子

に
酬

ひ

お
の
ノ
へ
ゑ

い
く
は

　
各

栄

花
を
す
る
事
は

む
う「

親

の
悪

き

て
子

を

思

ふ

　

　

ほ
と

　

央

程

親

に
お

も

は

れ

て

　
親
に
お
ろ
か
な
人
く

は

　
親
あ
る
人
も
施
行
し
て

む
す
め

　

娘

や
孫

を

仕

つ
け

る

に

　

　

　

　

　

　

た
め

　

親

の
後

生

の
為

な

ら
は

　

う
へ
じ
に

　

餓

死

人

を

た

す

け

な

は

　

た

と

ひ

万

宝

長

者

て
も

　

妻

も

子

共

も

銭

金

も

　

　

　

　

た
ひ

　

冥

途

の
旅

立

す

る

時

は

　

ゆ
く
へ　
　
　
　
　
　
　
　
か
ど

　
行

衛

も

し

れ

す

門

を

出

ま
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ん

　

其

時

悪

種

か

身

に
積

で

　

　

　

い
の
ち

　
と

か

く
命

の
あ

る

か
ぎ

り

　

命

は

も

ろ
き

も

の
な

れ

は

　

　

や
　
つ
づ
う

　

今

夜

頭

痛

か

し

は

じ

め

て

あ
し
た
　
　
け
ん
く
は

　

朝

に
喧

嘩

す

る

ひ

と

か

　

　

　

　

　

　

　
そ
う
れ
い

　

今

日
は

他

人

の
葬

礼

し

　

　

　

　

　

　

　

　
し
や
は

　

し

か

れ

は

頼

の
無

娑

婆

に

　
各

富

貴

を

さ

い
わ

ひ

に

　

貧

者

に
施

し

せ

ぬ

人

は

な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
い

　

富

貴

に
く

ら

す

甲

斐

も

な

し

　

餓

死

ぬ
貧

者

を

救

ふ

へ
し

　

　

　

じ
し
ん

　

親

や
自

身

の
御

祈

祷

そ

　

　

ま
　
げ
と
う
　
　
ち
か

　

天

魔

外

道

も

近

付

す

　

よ
く
　
　
　
り
や
う
け
ん

　
能
く

了

簡
せ
ら
る
へ
し

　

恵

み
施

し
な

ら

ぬ
と

は

　

慈

悲

善

根

の
な

き

人

は

　

宝

に
か

ぎ

り

は

な

き

も

の
ぞ

　

そ

れ

が

ま

こ
と

の
信

心

ぞ

　

　

　

　

　

　

く
は
た

　

実

も

と

お
も

ひ
企

て

・

　

わ
れ
　
　
わ
れ
　
　
　
　
と
も

　
吾
も
我
も
と
共
く

に

　

貧

者

の
命

を

す

く

ふ
故

　

今

生

貧

者

に
敬

は

れ

　

貧

者

に

あ

は

れ

み

施

し

て

　

　

　

　

　

　

　
ひ
る
な
か

　

施

し

き

ら

ふ

て
昼

中

に

　

　

　

こ
　じ
き

　

今

日

乞

食

を

す

る
人

は

　

人

の
喰

わ

け

す

つ
る
物

　

前

世

に

蒔

種

た

ら

ぬ

ゆ

へ

　

か

・
る

有

さ

ま

見

な

か

ら

も

　

兎

に
も

角

に
も

人

と

し

て

　

此

節

仁

心

お

こ
ら

ね

は

　

さ
い
し
ち
ん
ほ
う
ぎ
う
わ
う
い

　

妻

子

珠

宝

及

王

位

　

ゆ
い
か
い
ぎ
う
せ

ふ
ほ
う
い
つ

　

唯

戒

及

施

不

放

逸

　

　
ざ
い
ほ
う
に
　
せ

　

　

財

法

二
施

　

　

だ
ん
は
　
ら
　み
つ

　

　

檀

波

羅

蜜

　

な
　
む　
ふ　
せ
し
ゅ
き
や
う
ふ
し
ゃ
く
し
ん
め
う
ざ
い

　

南

無

布

施

修

行

不

惜

身

命

財

　

し
ゃ
か
い
ん
ぢ

ぼ
さ
つ
ま

か
さ
つ

　

釈

迦

因

地

菩

薩

摩

訶

薩

　

犬

で
も

口
は

す

く

る
そ

や

　

じ
　
ひ
せ
ん
こ
ん

　

慈

悲

善

根

は

其

ま

・
に

　

神

や
仏

に
守

ら

れ

て

　

然

れ

ば

祈

祷

に
成

ま

ひ

か

　
よ
く
く

了
簡
し
き
は
め
て

　

　

　

と
　つ
よ
く

　

余

り

胴

慾

目

に
あ

ま

る

　

子

孫

は

ん

じ

ゃ
う

長

か

ら

す

　

施

行

て
借

金

仕

は

し

め

よ

　

ゑ
い
よ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

　

栄

耀

の
施

行

に
勝

る
そ

や

　
か
し
ら
だ
ち

　
頭

達
た
る
ひ
と
く

は

　

あ
っ　
　
　
　
　
　
　
　
み

　

厚

く

施

行

に
実

を

入

て

　

じ
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
　か
き
り

　

自

身

の
善

事

は

限

な

し

　

子

孫

は

ん

し

や
う

す

る
も

の

ぞ

　

　

　

　

　

く
は
ほ
う

　

身

に
と

る

果

報

は

有

ま

ひ
か

　

　

　

　

と
づ

　

門

戸

を

閉

る

が

よ

ひ
事

か

　

何

し

に
好

て
仕

は

せ

ぬ

そ

　

も
ら
　
　
　
　く
ら
　
と
も
か
ら

　

貰

ひ

て
喰

ふ
輩

は

襲
11　
是
非
な
く
ほ
い
と
す
る
事
そ

　
各
ふ
び
ん
は
お
こ
ら
ぬ
か

　
仁
心
な
け
れ
は
人
で
な
し

ま
っ
た
　

ぎ
う

ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　だ
ほ

　

全

く

牛

馬

に

こ

と

な

ら

す

　

り
ん
め
い
し
う
じ
　
ふ
す
い
し
ゃ

　

.臨

命

終

時

不

随

者

　

こ
ん
せ
　
こ
　
せ
　
い
は
ん
り
よ
む
お

　

今

世

後

世

為

伴

侶

　

　

く
と
く
む
り
や
う

　

　

功

徳

無

量

　

　

ぐ
そ
く
ゑ
ん
ま
ん

　

　

具

足

円

満

一
五
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ど
ん鈍
な
る
人
は
み
な
ひ
ん
ぞ

(丙
)

そ
れ
　
　
　
　
し
ゃ

か
　
　

し
ょ

ぼ

さ
つ

夫

ゆ
へ
釈
迦
も
諸
菩
薩
も

(乙
)

や

し
き
　
　
く
さ

き

は
い

屋
敷
は
草
木
生
し
げ
る

(丙
)

を
や
あ
く

じ

親
悪
事
を
せ
ぬ
ゆ
へ
そ

(丙
)

お
や
　
　

あ
く

じ
　
　
　
　こ

親
の
悪
事
で
子
を
お
も

ふ

(丙
)

お
や親

を

お

も

は

ぬ

お

ろ
か

さ

と

(乙

)

そ
の
と
き
あ
く
し
ゅ
　
　

み
　
　
　つ
み

其
時
悪
種
が
身
に
積
て

(丙
)

ぼ

だ
い
　
　
た
ね

菩
提
の
種
を
ま
き
た
ま

ひ

(丙
)

く
れ
　
　
と
ん

し

暮

に
頓

死

す

る
も

あ

り

(丙

)

　

　

　

　

　

　

　

か
　
ひ

富

貴

に

く

ら

せ

し

甲
斐

も

な

し

(丙

)

ぜ
　
ひ

是

非

な

く

ほ

る

と

を

す

る
事

そ

(
丙
)

こ

の
句

以

下

な

し

(丙

)

　

　

　

　

　

　

　

　
け
ふ
　
　
ひ
　
　
い
の
ち
　
　
　
　
　
く
れ

こ

の
句

に
次

い
で

「
今

の

日
も

命

の
内

に

暮

に

け

り

あ

す

も

や

き

か

ん

入
相

の
か

ね
」

と

い
う

和

歌

一
首

を

掲

げ

、
　

「
財

法

二

施

」

以

下

な

し

(乙
)

　

〔H
類
〕

の
甲
と
乙
は
基
本
的
に

ほ
ぼ
同
種

の
本
文
を
持

つ
が
、

こ
れ
は

〔1
類
〕
丙
の

一
二
六
句

の
本
文
と
も
っ
と
も
近
く
、
そ
れ
を
増
補
し
て
刊
行

さ

れ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
。

こ
の
増
補
は
お
そ
ら
く
円
通
翁
な
る
人

物
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。　

〔
1
類
〕
系
諸
本

の
特
徴
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
本
文
に
先
立

っ
て

「円
通

翁
補
刻
」

の
文
言
が
入

っ
て

い
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る

(但
し
、
丙
を
除
く
)

が
、

こ
こ
か
ら
増
補
者

の
名
が
判
明
す

る
わ
け
で
あ
る
。

　
次
に
、　
〔1
類
〕
甲
、
乙
、
丙
の
構

成
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
、

甲
の
構
成
を
①
を
も
と
に
左
に
掲
出
す
る
。

　
　
ω
表
紙

(仮
綴
本
で
本
文
料
紙
と
同
じ
楮
紙
の
中
央
に
□

囲
み
で
外
題

　
　
　
「白
隠
和
尚
荒
年
施
行
歌
」　
〈直
刷
V
と
あ
り
)

　

②
本
文

(端
作

「白
隠
和
尚
荒
年
施
行
歌
、
円
通
翁
補
刻
」
と
あ
り
、
前

　
　

掲

一
五
八
句
と
漢
文
)

　

偶
刊
記

(
「右
江
戸
白
木
屋
施
印
写
」　

「
天
保
二
辛
卯
年
正
月
」　

「
取
次

　
　

所
鶴
岡
三
日
町
丁
子
屋
門
吉
」
)

甲
の
う
ち
管
見
に
及
ん
だ
②
、
④
、
⑤
に
は
㈹
刊
記
は
な
い
。

次
に
乙
の
構
成
を
同
様

に
掲
出
す
る
。

ω
表
紙

(色
付
き
厚
義

外
題
「雛

、悪
種
蒔
鏡
和
騨

斎
全
」
〈襲

〉
)

　

　
②
表

紙

見

返

し

扉

(中

心

に

「
心

」

字

を

置

く

蓮

華

花

弁

一
枚

形

の
十

界

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
よ

　

　

　
図

、

上

部

に

「
こ

・
ろ

こ

そ
心

迷

は

す

ご

・
う
な

れ

こ

・
う

に

ご

・
ろ

　

　

　
心

ゆ

る
す

な

」

と

い
う

道

歌

一
首

)

　
　
㈹
本
文

(各
端
作

「い一つ備
鵡
概
師
旛
諸徳
磯
い路
)円
通
翁
補
刻
」　
「
澱
懸
耽
晦

　
　
　
ほう
こ　
　
　
　
かん
つう
お
し
よふ
ほう
ご

　
　

法
語
」　
「閑
通
和

尚

法
語
」　
「教
訓
百
首
」
)

　
　
ω
刊
記

(
「東
都
書
肆
　
須
原
屋
茂
兵
衛
　
山
城
屋
佐
兵
衛
　
小
林
新
兵

　
　
　
衛

須
原
屋
佐
助
　
和
泉
屋
吉
兵
衛
　
岡
田
屋
嘉
七
　
平
野
屋
平
助

　
　
　
出
雲
寺
万
次
郎
　
和
泉
屋
金
右
衛
門
　
須
原
屋
伊
八
　

英
文
蔵
　
本
石
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　

　
　
　
+
軒
店
角
椀
屋
伊
兵
衛
」
)

　
続

い
て
丙

の
構
成
を
掲
出
す
る
。

　
　
ω
表
紙

(色
付
き
厚
表
紙
、
外
題

「白
隠
和
尚
施
行
歌
」　
〈直
刷
〉
)

　
　
②
本
文

(前
掲

一
五
八
句
)

　
　
㈹
跋
文

(
「今
般
拙
僧
儀
本
尊
薬
師
如
来
宮
殿
建
立
之
志
願
に
候
併
自
力

　
　
　

二
難
及
依
之
十
方
有
心
之
助
力
を
請
成
就
致
度
希
も

の
也
」
)

　
　
㈲
刊
記

(
「文
化
四
年
丁
卯
十
二
月
目
　
別
所
大
湯
薬
師
堂
　
梅
点
」
)

　
以
上
、　

〔H
類
〕
甲
、
乙
、
丙
の
構
成
を
具
体
的
に
見
た
が
、

三
者
に
共
通

す
る
の
は
そ
の
本
文
で
あ
る
。
ま
た
、
う
ち
甲
と
乙
は

「
円
通
翁
補
刻
」

と
い

う
文
言
を
持

つ
点
も
共
通
し
て
い
る
。　

〔1
類
〕

の
特
徴

で
特

に
言
及
す
べ
き

点
は
甲
の
外
題
が

「白
隠
和
尚
荒
年
施
行
歌
」

と
さ
れ
る
点

に
他
な
ら
な

い
。

こ
れ
は

〔1
類
〕
系
諸
本
が
共
通
し
て
外
題
を

「
白
隠
禅
師
施
行
歌
」

と
す
る

一
六
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こ

と

と

対

応

し

て

い

る
。

一
方

、　

〔
1
類

〕

の
よ

う

な

挿

絵

は

〔
H

類

〕

で

は

甲

乙
、
丙
と
も
に
な
・
.
な
お
、
乙
・
外
題
・

「響

.悪
種
蒔
鏡
和
顯

黄
金
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い
っ
き
う
だ
い
ぜ
ん
じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き
や
う
う
た

と

す

る

こ
と

や
、
　

『
施

行

歌
』

の
端
作

を

「
一
休
大

禅
師

施

行

歌

」

と

す

る

こ

と

な

ど

に

つ

い

て
は

別

に
改

め

て
考

え

た

い
と

思
う

。

五
　
　
〔皿
類
〕
系
諸
本

に
つ
い
て

　

『施
行
歌
』

の
う
ち

〔
皿
類
〕
と
し
た
諸
本
の
本
文
は
、　

〔
1
類
〕
及
び

〔H
類
〕
よ
り
短
章

の

一
二
〇
句
で
あ

る
。
管
見
に
入

っ
た
す
べ
て
の
諸
本

の
う

ち
最
古
本
で
あ
る
甲
①
駒
沢
大
学

一
八
○
一
三

=

本
を
底
本
と
し
て
左

に
翻

刻
す
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
第
三
章
の

〔1
類
〕
本
文
の
翻
刻
の
凡
例
に
従
う
。

〔本

文

翻

刻

〕

　

こ
ん
じ
や
う
ふ
つ
き

　

今

生

富

貴

す

る

人

は

　

こ
ん
じ
や
う
ほ
ど
こ

　

今

生

施

し

せ

ぬ

人

は

　

り
　こ
りつ　
　
　ふ
っ
き

　

利

口

で

富

貴

が

な

る

な

ら

ば

　

　

　

　

　
ふ
っ
き

　

ど

ん

で

も

富

貴

す

る

を

見

よ

　

こ
の
よ
　
　
ぜ
ん
ぜ

　

此

世

は

前

生

の
種

し

だ

い

　

ふ
っ
き
　
　
だ
い
し
ゃ
う
　
　
　
こ
と

　

富

貴

に

大

小

あ

る

事

は

ぼ
ユ
ひ
ん
じ
ゃ
　
　

　
　

　
　

　
　

こ
と

　

貧

者

に

大

小

あ

る

事

は

　

ぜ
ん
あ
く
　
　
　
　
　ま
く
た
ね

　

善

悪

二

つ

に

蒔

種

は

　

た
は
た
　
　
む
ぎ
ひ
へ

　

田

畠

に

麦

稗

ま

か

ざ

れ

ば

　

む
ぎ
ひ
へ
す
ご

　

麦

稗

少

し

ま

き

お

け

ば

　

　

　

　

　

す
こ
　
　
　
ほ
ど
こ

　

し

か

れ

ば

少

し

の
施

し

も

　

　

　

　

ほ
ど
こ　
　お
ふ

　

い

は

ん

や

施

し

多

け

れ

ば

　

そ
れ
　
　
　
　
お
し
ゃ
か
　
　
く
は
ん
お
ん

　

失

ゆ

へ
御

釈

迦

も

観

音

も

　

ほ
と
け
　
　ぼ
さ
つ
　
す
ロ
め

　

仏

や

菩

薩

の

進

な

ら

ぜ
ん
　
　
　

ま
さ
　
　
　
　た
ね

前
世
に
蒔
お
く
種
ゆ
へ
そ

の
ち
の
よ
　
　
　
　
　
　
　
び
ん
ぼ
う

後

世

き

は

め

て
貧

乏

ぞ

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ
ん

ど

ん

な

る
人

は

み
な

貧

か

り

こ
う
　
　
び
ん
ほ
う

利
口
で
貧
乏
す
る
も
あ
り

み

ら
い

　

こ
の

よ

　

　

　

　

し

だ

い

未
来
は
此
世
の
た
ね
次
第

ま
く蒔
た
ね
大
小
あ
る
ゆ
へ
そ

ひ

だ
う

非
道
に
大
小
あ
る
ゆ
へ
そ

せ
い
す
い
　
　
　
　
　

は
へ

盛
衰
二
つ
に
萌
わ
か
る

こ
く
も
っ
と
り

穀
物
取
た
る
た
め
し
な
し

ご
し
ゃ
う
　

い
っ

と
　
　
み
の
る

五
升
や
壱
斗
は
実
な
り

く
は
ほ
う

　
　
ば
い
　
　
　
　
あ
る
も
の

果
報
は
倍
く

有
物
ぞ

く
は
ほ
う

　

　お
ふ
　
　

　

お
も

果
報
も
多
し
と
思
ふ
べ
し

ほ
ど
こ

施

し

せ

よ

と

の

す

・
め

也

　

　

　

　

こ
と
　
　
　
　
　お
も

よ

し

あ

る

事

ぞ

と

思

ふ

べ

し

　

　

　

　

こ
と
し
　
　う
へ
び
と

さ

す

れ

ば

今

歳

の

飢

人

を

　

　

　

　

ふ
っ
き
　
　も
っ
た
か
ら

お
の
く

富
貴
で
持
宝

お
ふ
く
　
　
た

は
た

多
の
田
畠
を
ゆ
つ
る
と
も

す
こ
　
　
　
　
　た

は
た

少
し
も
田
畠
は
ゆ
づ
ら
ね
ど

わ
が

こ
　
　

み

も　
　
　

う
す

我
子
の
耳
た
ぶ
薄
け
れ
ば

わ
が

こ
　

　
み

ロ
　
　

　

あ

っ

我
子
の
耳
た
ぶ
厚
け
れ
ば

お
や
　
　
の
ぞ
み

親

の
望

で

ゆ

く
も

の

か

　

　

　

　

　

　

　

せ
ぎ
や
う

ち

か

ら

一
つ
は

い
施

行

せ

よ

わ
が
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
た

我
子
に
ゆ
づ
り
て
怨
と
な
る

ま
す
　
　は
か
り

升
や
秤
や
そ
ろ
ば
ん
や

ふ
で
　
　

ひ

だ
う

筆
で
非
道
を
し
た
ま
ふ
な

し
　
　
　
　
さ
ん
つ
　
　
　
い

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
と

死

ん

で

三

途

に

入

る

事

ぞ

　

　

　

　

く
さ
　き

や

し

き

は

草

木

が

お

ひ

し

げ

る

ひ

だ
う

　
　
し

そ
ん

　

あ

た

非
道
は
子
孫
の
怨
と
な
る

ひ
ん
じ
ゃ
　

ほ
ど
こ

貧
者
に
施
し
せ
ら
る
べ
し

ふ
っ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ひ

富
貴
で
く
ら
す
甲
斐
は
な
し

う

へ
し

　
　
ひ
ん
じ
ゃ

　

み

飢
死
ぬ
貧
者
を
見
ぬ
ふ
り
で

貧
者
に
施
し
す
る
人
を

か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ

神

や

ほ

と

け

に

恵

ま

れ

ば

　

　

　

　

き
　と
コつ　
　　　
　　　
　
こ
と

し

か

れ

は

祈

祷

に

な

る

事

よ

　

　

　

　

り
や
う
け
ん

よ
く
く

了

簡
し
き
は
め
て

お
や

　

こ
し
ろ
　
　
こ

親

の
心

で

子

を

お

も

ふ

　

　

　

　

お
や
　
　
お
も

そ

れ

ほ

ど
親

に

思

は

れ

て

と
び鳶
か
ら
す
に
も
お
と
り
た
り

お
や
　
　

ご
し
ゃ
う

親
の
後
生
の
た
め
に
せ
よ

む
す
め
む
す

ご

娘

息

子

を

し

つ
け

る

に

　

　

　

　

　

　

　

せ
ぎ
や
う

そ

の
か

わ

り

ぞ

と

施

行

せ

よ

す
く
　
　
こ
し
ろ

救

ふ

心

を

お

こ

す

べ

し

　

　

　

あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の

あ

れ

ば

有

ほ

ど

た

ら

ぬ

物

　

　

　

　

も
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
の

も

つ
子

が

持

ね

ば

も

て

ぬ

物

も

つ
子

は

あ

っ
ば

れ

も

つ
も

の

ぞ

あ
る

た
　
か

う
り

き
　
　
　
も
の

有
田
畠
売
切
る
者
も
有

な
　
　
　
た
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ
　
　
あ
り

無
ひ
田
畠
も
と
め
て
持
も
有

わ
が

こ
　
　

は
ん
じ
や
う
い
の

我
子
の
繁

昌

祈
る
な
ら

じ
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
っ
か
ね

慈
悲
を
せ
ず
し
て
持
金
は

ひ
と
　
　
　う
ら

人

の
恨

み

の

か

・
る
も

の

か
　
　
　
　
　
　
　あ
き
な
い

貸
し
か
ね
商
内
す
る
人
は

ふ
て
　
　
　ひ

だ
う

筆
で
非
道
を
す
る
人
は

そ
の
み
　
　
さ
ん
つ
　
　
　
　
　
　
い
っ

其

身

は

三
途

に

お
ち

入

て

　

　

　

く
さ
き

た
と

ひ
草

木

は
は

へ
ず

と

も

　

　

　

　

ふ
っ
き

お
の
く

富
貴
を
さ
い
わ

い
に

ひ
ん
じ
ゃ
　
　ほ
ど
こ

貧
者
に
施
し
せ
ぬ
人
は

い
ぬ
　
　
　
　
く
ち

犬

で
も

口

は
す

ぎ

る

そ

や

.

　

　

　

こ
しろ
　
お
に
か
み

く

ら
す

心

は

鬼

神

よ

か
み
　
　
ほ
と
け

神
も
仏
も
め
ぐ
み
け
り

て
ん

ま
　
げ

だ
う

天
魔
外
道
は
ち
か
づ
か
ず

こ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
や
う
け
ん

是
を
よ
く
く

了

簡
し

め
ぐ
み
ほ
ど
こ

　

し

た
ま

恵

施

し
為

玉

へ
よ

あ

ら

ひ
廊

に

も

い
と

ひ

し

そ

お
や
　
　
お
も
　
　
　
　
ひ
と
ぐ

親

を

思

は

ぬ

人

々

は

お
や
　
　
　

　ひ
と
　
　
せ
ぎ
や
う

親
あ
る
人
も
施
行
し
て

こ
れ
　

ま
こ
と
　

か
う
こ
う

是

ぞ

真

の
孝

行

よ

　

　

　

　

た
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　も
の

お

し

ま

ぬ

宝

が

た

ら

ぬ

物

じ
き

　

わ
が

こ

　
　

き

と
う

直
に
我
子
の
祈
祷
な
り

一七
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ぜ
ん
じ

そ

れ

に

ま

し

た

る
善

事

な

し

し
　
　
　
　
　
み
　
　
　
つ
く

死
ん
で
身
に
付
も
の
は
な
い

す
て
　
　
め
い
ど
　
　
　
　
　
　
だ
ち

捨
て
迷
途

の
た
び
立
ぞ

み

し　
　

き
こ
　
　
　
　
　
め
　
　
　
み

耳

も

聞

へ
ず

目

も
見

へ
す

　

　

　

や
み
ち
　
　い
る
こ
と

く

ら
き

冥
途

に

入
事

そ

こ
う
く
わ
い
　
　
　

こ
と
か
ぎ

後

悔
す
る
事
限
り
な
し

ぼ

だ
い
　

　
　

　
　

　
　
う
へ
た
ま

菩
提

の
た
ね
を
植
玉

へ

つ
ゆ
　
　
い
の
ち

露

の
命

と

い

ひ

も

す

る

　

　

　

し
び
や
う
　
　
　
　
　
　
　
　あ
り

つ

い

に

死

病

に

な

る

も

布

く
れ
　
　
と
ん

し

暮

に

頓

死

を

す

る

も

有

　

　

　

わ
が
み
　
　
　そ
う
れ
い

あ

す

は

我

身

の

葬

礼

ぞ

　

　

ま
で
い
き
　
こ
コろ

い

つ
迄

生

る

心

そ

や

　

　

　

　

　

こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
の

な

ん
、じ

ゃ

し

好

ん

で

す

る

物

か

　

　

　

　

　

　

　
ひ
と

こ

の

ん

で

も

ら

ふ

人

は

な

い

ぜ
　
ひ
　
　
　
　
そ
で
ご
ひ
　
　
　
　こ
と

是

非

な

く

袖

乞

す

る
事

ぞ

　

　

　

　

　
び
ん

お
の
く

不
便
は
お
こ
ら
ぬ
か

ま
た
す
へ
　

　
　

　
　

さ
う
お
う

又
未
ぐ

も
相
応
に

　

　

　

せ
ぎ
や
う
　
　み
　
　
いれ

あ

つ
く

施

行

に

身

を

入

よ

わ
が
ひ
の
も
と

　

　
や

を
よ
う
つ

我
日
本
の
八
百
万

　
※
1
　
ひ
ん
者
大
小
あ
る
こ
と
は

　

　

　

ま
ん
ぐ
は
ん
ち
ゃ
う
じ
ゃ

た

と

ひ

万

貫

長

者

で

も

つ
ま
　
　
こ

ど
も
　
　
ぜ
に
か
ね

妻

も

子
供

も
銭

金

も

　

　

　

　

た
び
だ
ち
　
　
　
　
と
き

め

い
ど

の
旅

立

す

る
時

は

ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で

行
さ
き
し
ら
ず
た
ど
り
出

そ
の
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

其
時

く

る

し

み
身

に

つ
ん

で

　

　

　
い
の
ち

と

か

く

命

の
あ

る
か

ぎ

り

い
の
ち
命
は
も
ろ
き
も

の
な
れ
ば

こ

よ
い

っ

つ
う

今
宵
頭
痛
が
し
は
じ
め
て

あ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

朝

は

け

ん

く

わ

を

せ

し
人

が

　

　

　

た
に
ん
　
　そ
う
れ
い

け

ふ

は
他

人

の
葬

礼

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　
し
ゃ
ば

し

か

れ
ば

た

の

み
な

い
娑

婆

に

　

　

ほ
い
と
う
　
　
　
　
　
　
　ひ
と

け

ふ
乞

食

を
す

る
人

は

ひ
と
　
　
く
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の

人
の
喰
わ
け
す
て
る
物

ぜ
ん
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
へ

前

世

に
ま

く

た

ね

た

ら

ぬ
故

　

　

　

　

　

　

　

み

か

・
る
あ

り

さ
ま

見

な

か

ら
も

　

　

　

だ
ち
　
　
　
　
　ひ
と
く

か

し

ら
立

た

る

人

々
も

わ
れ我
も
く

と
と
も
み
＼

に

く

ど
く
　
　
つ
む
　

　
こ
の
と
き

功
徳
を
積
は
此
時
ぞ

か
み
　
　
こ

ロ
ろ

神
の
心
に
か
な
ふ
べ
し

(乙
)

　

〔皿
類
〕
乙
の
松

ケ
岡
文
庫

ハ
=

〇
七
本
は

一
見
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、

厳
密
な
本
文
調
査
が
出
来
て
い
な
い
た
め
、
調
査
を
進

め
て
行
く
と
異
同
箇
所

が
他
に
も
指
摘
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
甲

の
諸
本
は
本
文
部
分
は
同

一
の

版
木
を
流
用
し
て
お
り
、
相
違
は
序

・
蹟
の
有
無

や
、
刊
記
と

い
っ
た
前
後
部

分
だ
け
に
求
め
ら
れ
る
。

　
以
下
、　

〔1
類
〕
、　

〔H
類
〕
と
同
様
に
、
構
成
を
掲
げ
る
。
甲
①

は
次

の

よ
う
な
構
成
を
と
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　
ω
表
紙
、
刊
記

(仮
綴
本
で
本
文
料
紙
と
同
じ
格
組
の
中
央
や
や
右
寄
り

　
　
　
に
[
]

囲
み
で
外
題

「白
隠
和
尚
施
行
歌
　
全
」　
〈直
刷
〉
、
そ
の
左

　

　

　

に

「
此

施

行

歌

は

先

年

飢

饉

の

時

の

作

也

」

と

し

、

さ

ら

に

そ

の

左

に

　

　

　

「
天

明

四

年

　

辰

二

月

下

旬

　

施

印

」

と

あ

る

)

　

　

　

　

　

　

　

　

は
く
い
ん
お
し
や
う
せ
ぎ
や
う
う
た

　

　

②

本

文

(端

作

「
白

隠

和

尚

施

行

歌

」

、

前

掲

一
二

〇

句

)

　

こ

の

甲

①

を

も

っ

と

も

似

た

形

で

継

承

し

た

の

は

、

甲

⑤

、

⑥

で

あ

る

。

ω

表

紙

か

ら

「
此

施

行

歌

は

先

年

飢

饉

の

時

の

作

也

」

と

刊

記

を

取

り

除

い

て

、

外

題

の

み

と

し

、

末

尾

に

本

文

に

続

け

て

、　

「
此

施

行

歌

…

…

」

を

そ

の

ま

ま

掲

げ

た

後

に

「
天

保

十

五

年

辰

三

月

下

旬

　

施

印

」

と

す

る

。

天

保

十

五

年

(
一
八

四

四

)

は

、

天

明

四

年

(
一
七

八

四

)

か

ら

六

十

年

後

の

還

暦

に

当

た

る

の

で

、

そ

の

証

念

に

で

も

再

版

さ

れ

た

も

の

で

あ

ろ

う

か

。

ま

た

、

甲

②

は

次

の

よ

う

な

構

成

を

と

る

。

　

　

ω

表

紙

(色

付

き

厚

表

紙

、

外

題

「
白

隠

和

尚

施

行

歌

施
印
」
　

〈
題

簽

〉

)

　

　

　

　

　

あ
る
ひ
ま
っ
か
は
う
じ
き
た
　
　
　
わ
う
ね
ん
　
　
き
き
ん
　
　
　
　は
く
ゐ
ん
お
し
や
う
し
う
じ
ん
　
　
し
め

　

　

②

序

(

「
或

日

松

川

氏

来

り

。

往

年

の

饑

饉

に

。

白

隠

和

尚

衆

人

に

示

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ
き
し
と
し

　

　

　

　

　

し
ょ
　
　
　
　
　
わ
れ
ひ
と
へ
だ
て
　
　
　
わ
け
　
　
と
き
　
　
う
へ　
　
　
　
　
た
す
　
　
　
　
き
う
　
　
　
　
　
　す
く
ふ

　

　

　

給

ふ

書

に

て

。

我

人

隔

な

き

訳

を

説

。

飢

た

る

を

助

け

。

窮

す

る

を

救

　

　

　

　

　

ひ
と
ぐ

て
ん
を
ん
　
　
ほ
う
　
　
　
　
　
　
　
た
よ
　
　
　
　
　
し
ょ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　て
う
こ
く

　

　

.
て

。

人

々

天

恩

を

報

ず

る

に

。

便

り

な

る

書

な

れ

ば

。

是

を

彫

刻

し

。

　

　

　

よ

　
ひ
ろ

　

　

　

む
く
ゆ

　
　

つら
く

こ
れ

　
み

　

　

　

　
　

ふ

せ

　
ぎ
や
う

も
つ
は

　

　

　

世

に

広

く

せ

ん

と

い

へ

り

。

熟

是

を

見

は

べ

る

に

。

布

施

の

行

を

専

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

じ
　
ひ

し
ん
　
　
　
　お
こ
　
　
　
　
　
　わ
が
じ
ん
ぎ
　
　
　み
ち
　
　
ほ
か

　

　

　

に

い

へ
り

。

布

施

の
行

は

慈

悲

心

よ

り

起

れ

ば

。

吾

仁

義

の

道

も

外

な

　

　

　

　

　

　
こ
れ
た
や
す
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

ゆ
う
　
　
ほ
ん
し
ん
　
　
し
つ　
　
　
　
じ
ん
よ
く
　
　
か
ち

　

　

　

ら

ず

。

是

容

易

事

に

は

あ

ら

ず

。

固

有

の

本

心

を

知

て

。

人

慾

に

克

。
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ハマ
エ

　

　

　

の
か

つ
は
米

こ

く
高

直

の
年

が

ら

な

ど

に

は

心

得

違

ふ

て
子

を

お

ろ

す

　

　

　

も

あ

り

と

か

や
或

は
親

は

ら

か

ら

に
忍

て
密

通

し

孕

る

も

の

お

の

れ

が

　

　

　

不
義

を
掩

わ

ん

と

て
是

又

子

を

お

ろ

し

な

ど

い
つ

れ

も

誠

に

つ

み

ふ

か

　

　

　

き

業

な
り

聖
人

は
仁

を

そ

こ

な

ふ

者

は

と

り

け

も

の

に

近

し

と

宣

へ
り

　

　

　

又
仏

も
殺

生

を

深

く

い
ま

し

め

た

ま

へ
り

然

る

に

か

・
る

殺

生

を

な

す

　

　

　

も

の

は
現

世

で
は

神

仏

に
見

か

ぎ

ら

れ

さ

い

わ

い

さ

ん

じ

災

に

ひ
き

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハマ
マ
　

　

　

　

り

未

来

は

永

劫

ぐ

れ

ん
大

孔

蓮

の

地

ご

く

に

だ

ざ

い
し

更

に
浮

ぶ
世

あ

　
　
　
る
べ
か
ら
ず
実
に
恐
て
も
尚
お
そ
る
べ
し
く

」
)

　
以
上
、　

〔皿
類
〕
系
諸
本
は
そ
の
本
文
が

一
二
〇
句

で
あ
り
、
外
題
を

「
白

隠
和
尚
施
行
歌
」
と
す
る
点
に
共
通
し
た
特
徴
を
持

つ
。
ま
た
、

〔H
類
〕
系

諸
本
と
同
様
に
挿
絵
を
持
た
な
い
こ
と
も

〔1
類
〕
と
は
異
な
る
点
と
言
え
る
。

一九
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六
　

〔N
類
〕
本
に
つ
い
て

　
玉
川
大
学
B
本
は
基
本
的
に
は

〔1
類
〕
系
本
文

に
よ
り
な
が
ら
、
末
尾
部

分
に

〔皿
類
〕
系
本
文
を
採
用
す
る
と

い
う
他
に
例
の
な
い

一
二
八
句
か
ら
な
っ

て
い
る
。
第
三
章

〔1
類
〕
本
文
の
翻
刻
の
凡
例
に
倣
い
、
左
に
翻
刻
す
る
。

〔本
文
翻
刻
〕

こ
ん
じ
や
う
ふ
う

き
　
　
　
　
ひ
と

今

生

富
貴
す
る
人
は

こ
ん
じ
や
う

ほ
ど
こ

今

生

施
し
せ
ぬ
人
は

り

こ
う
　
　
ふ
う

き

利
口
で
富
貴
が
な
る
な
ら
ば

り

こ
う
　
　
び
ん
ほ
う

利
口
で
貧
乏
す
る
を
み
よ

み

ら
い
　
　
こ
の

よ
　
　

た
ね

し

だ
い

未
来
は
此
世
の
種
次
第

ま
く
た
ね

蒔

種

大

小

あ

る

ゆ

へ
そ

　

　

た
ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
ま

よ

き

種

ゑ

ら

ん

で
ま

き

給

へ

こ
く
も

っ
と
り

穀
物
取
た
る
た
め
し
な
し

む
ぎ
　
　
　
　
と
り

麦

ひ

へ
取

た

る

た

め

し

な

し

五
升

や
壱

斗

は

み

の
る

そ

や

く
は
ほ
う
　
　ば
い
く

果

報

は
倍

々
あ

る

も

の
ぞ

く
は
ほ
う
　
　
　
　
　
　
　
は
か
　
　
し

果
報
も
多

し
と
斗
り
知
れ

ほ
ど
こ
し

施

し

せ

よ

と

す

・
め

た

り

す
く
　
　
こ
も
ろ

救

ふ

心

を

お

こ
す

べ

し

　

　

　

あ
る

あ

れ

ば

有

ほ
ど

た

ら

ぬ
も

の

も
っ

こ
　
　
　
も
た

持
子
が
持
ね
ば
持
ぬ
も
の

も

つ
　
こ

持
子
は
あ

っ
ば
れ
持
も
の
ぞ

ひ
と
　
　
た
を
　
　

　
　
せ
ぎ
や
う

人
を
倒
さ
ず
施
行
せ
よ

わ
が

こ
　
　

ゆ
づ
　

　
　
　あ
だ

我
子
に
譲
り
て
怨
と
な
る

ゆ
つ
る
我
子
が
し
づ
み
き
る

ぜ
ん

せ

　

　

　

ま
き
　
　
　
　
た
ね

前

世

に

蒔

お

く

種

が

あ

る

み

ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ん

未
来
は
き
は
め
て
貧
な
る
ぞ

ど
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ん

鈍
な
る
人
は
み
な
貧
か

こ
の

よ

　
　
ぜ
ん

せ

　
　
た
ね

此
世
は
前
世
の
種
し
だ
い

ふ
う

き

　

　

　

　

　

　

　
こ
と

富

貴

に
大

小

あ

る
事

は

　

　

　

　

　

　

　

　
も
の

こ

の
世

は

わ

っ

か

の
物

な

れ

ば

　

　

お
し

種

を

惟

み

て
う

へ
ざ

れ

ば

た

は
た

　

む
ぎ
ひ
へ
ま
か

田
畑
に
麦
稗
蒔
ず
し
て

む
ぎ
ひ
へ
少
々
ま
き
お
け
ば

し
か然
れ
ば
少
し
の
ほ
ど
こ
し
も

い
わ
ん
　
ほ
ど
こ
　

お

亀

沢
や
施
し
多
け
れ
ば

そ
れ
　
　
　
　
　
　し
ゃ

か
　
　
く
わ
ん
お
ん

夫

ゆ

ゑ

お

釈

迦

も

観

音

も

　

　

　

　

こ
つ
じ
き
ひ
に
ん

さ

す

れ

ば

乞

食

非

人

ま

で

　

　

　

　

ふ
う
き
　
　
　も
つ

お
の
く

富
貴
で
持
た
か
ら

お

も　
　
　

た
か
ら

多

く

の
宝

を

ゆ

つ

る

と

も

　

　

　

た
ば
た
　
　
ゆ
づ

少

し

も

田

畑

を

譲

ら

ね

ど

わ
が
　
　
　
　
は
ん
じ
や
う
い
の

我
子
の
繁

昌

祈
る
な
ら

ひ
と
　
　
た
を
　
　
　
　
も

つ

人

を

倒

し

て
持

た

か

ら

　

　
う
ら
み

人

の
恨

の
か

・
る

も

の

ま
す
　
　
は
か
り

舛
や
秤
や
そ
ろ
ば
ん
や

ふ
で
　
　
ひ

だ
う

筆

の
非
道
を
し
給
ふ
な

あ
ま
り
非
道
な
利
を
と
る
な

そ
の
み
　
　
　
　

つ
　
　

お
ち
い
り

其

身

は

三

途

に

落

入

て

　

　

　

し
そ
ん
　
　
が
ゐ
　
　
な
る

非

道

は

子

孫

の
害

と

成

せ
け
ん

か
ず

く

あ
る

世
間
に
数
く

有
も
の
ぞ

　

　

　

　

　

　

　
ゆ
へ

親

が
悪

事

を

せ

ぬ
故

そ

　

　

　

　
ぢ
う
お
ん

ま
す
く

重
恩
お
も
ひ
し
れ

　

　

　

　

　

　

い
と

あ

ら

ひ

風

を

も
厭

ひ

し

そ

お

や
を

思

は

ぬ

お

ろ
か

さ

よ

と
び
　
　
か
ら
す

鳶

や
烏

に
お
と
り
た
り

お
し
　
　
た
か
ら

暗
む
宝
は
な
き
も
の
そ

そ
の
か
ね
い
だ
　
　

　
　
せ
ぎ
や
う

真
金
出
し
て
施
行
せ
よ

こ
れ
　
　
ま
さ
　

　
　
　ぜ
ん

じ

是
に
勝
れ
る
善
事
な
し

し
　
　
　
　
　
　み

死
ん
で
身
に
つ
く
物
は
な
し

す
て
　
　
め
い
ど
　
　
た
び
だ
ち

捨
て
冥
途
の
旅
立
ぞ

み

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

耳
も
き
こ
へ
ず
目
も
見

へ
ず

や
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る

闇
を
や
み
ち
に
入
事
ぞ

と

か
く
い
の
ち

兎

角

命

の
あ

る

か

ぎ

り

　

　
も
ろ
き
　マ
マ
　

命

は

脆

き

も

の
な

れ

ば

こ

よ
ひ

つ

つ
う

　
　
し

は
じ

今
宵
頭
痛
が
仕
初
め
て

つ
よ
　
　

じ

ま
ん

強
い
自
慢
を
す
る
人
も

け
　
ふ
　
　
　
た

に
ん
　
　
そ
う
れ
い

今
日
は
他
人
を
葬
礼
し

し
か
　
　
　
　
た
の
　
　
　
　
　
　
し
ゃ

ば

然
れ
ば
頼
み
な
き
娑
婆
に

ふ
う

き

富
貴
さ
ひ
わ
い
あ
る
人
は

貧
者
に
施
し
せ
ぬ
人
は

い
ぬ
　

　

　

く
ち

狗

で
も

口
は

す

ぐ

る
そ

や

じ
　
ひ

ぜ
ん
ご
ん

慈
悲
善
根
は
其
ま

・
に

つ
ね
く
あ
き
な

常

々

商

ひ

す

る

人

も

し
　
　
　
　

さ
ん
づ

死
ん
で
三
途
に
入
こ
と
そ

や

し
き
　
　
く
さ

き
　
　

お
ひ

屋

敷

は

草
木

が

生

し

げ

る

　

　

あ
く
し
　
　
　
み

親

の
悪
事

が
身

に

む

く

ふ

い
ち
も
ん
は
ん
じ
や
う

一
門

繁

昌

す

る

こ
と

は

も
し
ま
た

若

又

親

に
は

な

れ

な

ば

子

を

い

つ
く

し
む

親

ご

・
ろ

　

　

ほ
ど
　
　
　
　
お
も

そ

れ

程

親

に
思

は

れ

て

　

　

ふ
か
う
　
　
ひ
と
ぐ

親

に
不

孝

な

人

々
は

む
す
め
娘

む
す

こ
を

し

つ
け

る

に

　

　

ご
し
ゃ
う

親

の
後

生

の
た

め

な

ら
ば

う
へ
し
　
　
　
　
　
　
た
す

飢

死

ぬ

人
を

助

け

な
ば

　

　

　

ま
ん
く
は
ん
ち
や
う
じ
ゃ

た

と

ひ

万

貫

長

者

で
も

つ
ま

　
　
こ

ど
も
　
　
ぜ
に
か
ね

妻
も
子
供
も
銭
金
も

め
い
ど
　
　

た
び
た
ち

冥
途
の
旅
立
す
る
時
は

ゆ
く

へ
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ど

行
衛
し
ら
ず
に
門
を
い
で

そ
の
と
き
こ
う
く
は
い
か
ぎ

其
時
後

悔

限
り
な
し

ぼ

だ
い
　
　
た
ね

菩
提
の
種
を
う

へ
給

へ

つ
ゆ
　
　
　
　
　
　
な

づ
け

露

の
命
と
名
付
た
り

き
う

し

い
つ
し
や
う

九
死

一
生
な
る
も
あ
り

く
れ
　
　
と
ん

し

暮
に
頓
死
を
す
る
も
あ
り

あ
　
す

明
日
は
我
身
の
葬
礼
ぞ

き
ん
ざ
ん

金
銀
た
く
わ

へ
何
に
す
る

ひ
ん
じ
ゃ
　

ほ
ど
こ

貧
者
に
施
し
せ
ら
る
べ
し

富
貴
で
く
ら
す
か
ひ
も
な
し

う
へ　
　
　
　
　
　
　

た
す

飢

人

貧

者

を
助

く

べ

し

　

　

　

　

ご
　
き
た
う

い
へ
は
ん
じ
や
う

家
繁
昌
の
御
祈
祷
ぞ

二
〇
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慈
悲
善
根
を
す
る
人
は

て
ん

ま
　
げ

だ
う
　
　
　
　
　
　
つ
か

天

魔

外

道

は

よ

り
付

ず

　

　

　

り
や
う
け
ん

よ
く
く

了
簡
せ
ら
る
べ
し

あ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

余

り

ど
う

よ

く

目

に

あ

ま

る

く
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お
に
が
み

暮
す
こ

・
ろ
は
鬼
神
か

し

そ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　な
が

子
孫

は

ん

じ

ゃ

う

長

か

ら

じ

　

　

し
ゃ
く
せ
ん

施
行

で
借

銭

し

初

め

よ

か
み上
た
る
人
を
は
じ
め
と
し

わ
れ
も
く

と
と
も
ぐ

に

ひ
ん
じ
ゃ
　
　
い
の
ち

貧
者

の
命
を
す
く
ふ
な
ら

へ
い
せ
い
ひ
ん
じ
ゃ

平

生

貧

者

に
う

や
ま

は

れ

　

　

く
い
も
の

人

の
喰

物

す

つ
る

の
を

　

　

　

　

　

た
ね

ぜ
ん

せ

前

世

に
ま

く
種

た

ら

ぬ
故

　

　

　

あ
り
さ
ま
み

か

・
る
有

様

見

な

が

ら

も

か
み
　
　
　
　
　
　
　
　す
へ

上

た

る

人

も

末

み
＼

も

　

　

　

せ
ぎ
や
う
　
　
み

あ

つ
く
施

行

に

身

を

入

よ

わ
が
ひ
の
も
と
　
　
　や

お
よ
う
つ

我
日
本
の
八
百
万

か
み
　
　
ほ
と
け
　
　
ま
も

神
や
仏
に
守
ら
れ
て

し
か
　
　
　
　
　き

た
う

然
れ
ば
祈
祷
に
な
る
ま
い
か

め
ぐ恵
み
施
し
な
ら
ぬ
と
は

う
へ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
　
　
　ふ
り

飢
死
ぬ
貧
者
を
見
ぬ
振
に

じ
　
ひ

慈
悲
善
根
の
な
き
人
は

だ
か
ら
　
　あ
ま

宝

に
余

り

は
な

き

物

ぞ

　

　

　

　
ま
こ
と　
　
し
ん
く

そ
れ

こ
そ

真

の
信

心

よ

か
し
ら
頭
だ
ち
た
る
人
く

は

　

　

　

　

　

　

　

　

い
れ

あ

つ
く

施

行

に

身

を

入

よ

こ
う
だ
い

む

へ
ん

広
大
無
辺
の
善
事
な
り

み
　
　
　つ
く
く
は
ほ
う

身
に
付
果
報
有
ま
い
か

こ
の
　
　
　
　
　
ひ
ろ

好
ん
で
拾
ふ
て
く
う
物
は

ぜ
　
ひ

　

　

　

　

そ
で
ご
ひ

是

非

な

く

袖

乞

す

る

事

ぞ

　

　

　

　

ふ
び
ん　
　
お
こ

お
の
く

不
便
は
起
ら
ぬ
か

わ
れ我
も
く

と
と
も
み
＼

に

く

ど
く

功
徳
を

つ
む
は
此
時
ぞ

か
み
神

の
こ

・
う

に

か
な

ふ

べ

し

　

こ

の
本

は
、

そ

の
形

態

か

ら
見

て

〔
1

類

〕

丙

を

も

と

に

し

て

い

る

こ

と

は

疑

い
が
な

い

(中

で
も

外

題

等

を
同

じ

く

す

る

③

と

密

接

な

関

係

が

あ

る

)
。
本

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
ん
じ
や
う
ふ
う
き
　
　
　
　
ひ
と

文

は

具
体

的

に

は

、

冒

頭

の

「
今

生

富

貴

す

る

人

は

」

か

ら

第

一
二

二
句

目

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ　

　

　

　

　

　

び
ん
　
　
お
こ

　

　

　

　

ふ

「お
の
く

不
便
は
起
ら
ぬ
か
」
ま
で
は
、

三
箇
所

の
異
同
を
除

い
て

〔
1
類
〕

丙

と
共

通

す

る

。

し

か

し

、

一
二

三
句

目

以

下

末

尾

.
一
二

八
句

ま

で

の

都

合

六

　

　

　
か
み
　
　
　
　
　
　
　す
へ
　
　
　
　
　
　
　わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ぎ
や
う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

つ
く

施

行

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
も

く

と
と
も
み
＼

に

句
を

「
上
た
る
人
も
末
ぐ

も

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

ど
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
が
ひ
の
も
と
　
　
　
や
　
お
よ
う
づ
　
　
か
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神

の
こ

・
う
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
日
本

の
八
百
万

　
　
　
　
　
功
徳
を
つ
む
は
此
時
ぞ

身
を
入
よ

な
ふ
べ
し
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
⊥ハ
句

の
本
文
は
、　

〔皿
類
〕

の
末
尾
と

共
通
し
て
お
り
、　

〔1
類
〕
と

〔皿
類
〕

の
折
衷
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、　
〔W
類
〕
本

の
構
成
を
掲
げ
る
。

　
　
ω
表
紙

(色
付
き
厚
表
紙
、
外
題
「酵
鴫

薇

姻
課
峨
罐
、
き
　
全
」
〈
題
簽
〉
)

　

　
働

表

紙

見

返

し

(

「
西

国

計

三

所

観

音

霊

場

記

図

会

　

五

冊
」

の

広

告

、

　

　

板

元

は

京

三

条

通

柳

馬

場

角

の
堺

屋

仁

兵

衛
)

　

　
㈹

本

文

(各

端

作

「
孝

行

和

讃

　

宣
契

上

人

作

」
　

「
因

果

和

讃

」
　

「
施

行

　

　

歌

　

白

隠

禅

師

作

」
　

「
ほ

こ
り

た

・
き

　
白

隠

禅

師

作

」

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　マ
マ
　

　

　
ω

跋

文

他

(
「
損

賞

助

刻

　

押
小
路
通
政

邨

士

　

釜
座
通
清

水

氏

　

西
洞

院
通
酒

　

　

　
井

氏

　
湖
東
望

月

氏

　

堀
川
通
杉

野

氏

　

五
条
橋
通
西
湯

浅

氏

　

三
条

通
高

木

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ば
ん
も
つ
　
ち
や
う
　
　
　
　
　
　
　う
ま

　

　

　
氏

　
東
洞
院
通
高

橋
氏

　
三
条
通
松

尾

氏

」
　

「
万

物

の

長

た

る

人

と

生

れ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
り
け
も
の
　
お
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　け
ん
た
う
　
　
　
　
　
を
し
へ

　

　

　
人
倫

の
行

ひ

な

き

は
禽

獣

に
劣

れ

り
以

上

の
書

は

現

当

二
世

の

教

い
と

　

　

　
ね
ん
ご
ろ
　
　
　
さ
と
　
　
や
す
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
す
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぎ
や
う
　
　ひ
ま

　

　

　
懇

に

し

て
諭

し

易

し

此
本

を

得

玉

ふ
人

々
捨

置

ず

し

て
朝

夕

家

業

の
隙

　

　

　

　

　

　

　

よ
ま
　
　
　
　
よ
み
き
か
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か
　
か
な
い
わ
が
う
し
そ
ん
し
ゃ
う
き
う

　

　

　

に
は

家
内

え

議

せ

も

し
読

聞

せ

も

し
給

は

"
自

ら
家

内

和

合

子

孫

昌

久

　

　

　

　

き
た
う
　
　
　
　
　う
た
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
た
び
ど
う
し
　
　
し
　
　
こ
　
　
な
が

　

　

　

の
祈

祷

と

な

る

事

疑

ふ

べ

か

ら

ず

依

而

今

度

同

志

に
資

を

乞

ひ

永

く

梓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

わ
れ
ひ
と
　
　へ
だ
て

　

　

　

に
寿

す

願

は

く

ば

我

人

の
隔

な

く

共

に

悪

を

こ

ら

し

善

事

に

す

・
ま

し

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
ひ
ね
が

　

　

　

め
給

は

ん

事

を

紫

ふ
」

)

　

　
㈲

刊

記

(
「
安

政

五
年

午
夏

　

平

安

　

桜

井

匡

直

謹

白

」

)

以

上

の

〔
W
類
〕

も

、

も

と

と

し

た

〔
1
類

〕

丙

と

同

様

に
挿

絵

を

持

た

な

い
。

七
　
　
〔V
類
〕
の
存
在
の
可
能
性

　
以
上
、
管
見
に
入

っ
た
江
戸
期

の
板
本
、
写
本
を
も
と
に

『施
行
歌
』

諸
本

を

〔1
類
〕
、　
〔H
類
〕
、　

〔皿
類
〕
、　

〔
W
類
〕

に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の

本
文
や
構
成
に
つ
い
て
報
告
し
て
き
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
以
降
活
字

本
と
し
て
出
版
さ
れ
た

『施
行
歌
』

の
圧
倒
的
多
数
は

〔1
類
〕

甲
に
よ

っ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

一
種
だ
け

〔1
類
〕
、　

〔
1
類
〕
、　

〔皿
類
〕

、

〔W
類
〕

の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な

い
本
文
を
持

つ
も

の
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は

『国
民
思
想
叢
書
』
文
芸
篇

(昭
和
7
年
、
大
東
出
版
社
刊
)
所
収
の

『施
行
歌
』

一
=
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で
次

の
よ
う
な

=

九
句

の
本
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

〔本
文
転
載
〕

こ
ん
じ
や
う
ふ
う

き

今

生

富
貴
な
る
人
は

　
　
ほど
こ

今
生
施
し
せ
ぬ
人
は

利
口
で
富
貴
が
な
る
な
ら
ば

り
　
こ
ん

利
根

で
貧
乏
す
る
を
見
よ

富
貴
に
大
小
あ
る
事
は

此
世
は
わ
っ
か
な
も

の
な
れ
ば

種
を
惜
み
て
植

へ
ざ
れ
ば

　
　
　

む
ぎ
ひゑ

田
畑
に
菱
科
ま
か
ず
し
て

種
物

一
升
蒔
き
置
け
ば

然
れ
ば
少
し
の
施
し
も

況
ん
や
施
し
広
け
れ
ば

神
も
仏
も
そ
れ
故
に

さ
す
れ
ば
乞
食
非
人
ま
で

各

々
富
貴
で
持

つ
宝

多
く
の
宝
ゆ
つ
る
と
も

少
し
の
田
地
ゆ
づ
ら
ね
ど

子
孫
繁
昌
祈
る
な
ら

ま
い
な

い
か
う

り

も
ぐ
　

　
と
り

賄
賂
高
利
掠
り
取

ひ
と他

の
恨
み
を
取
溜
め
て

升
や
秤
や
算
盤
の

士
農
工
商
其
外
も

　
　
　
さ
ん
づ

死
ね
ば
三
途
に
落
入
て

非
義
は
子
孫
の
害
と
な
る

世
間
の
数
々
あ
る
を
見
よ

　
　
　
ま
き
お

前
世
に
蒔
置
く
種
が
あ
る

未
来
は
極
め
て
貧
な
る
ぞ

鈍
な
る
人
は
皆
貧
か

　
　
　
　
　
　
たね
し
だ
い

此
世
は
前
世
の
種
次
第

蒔
く
種
大
小
あ
る
故
ぞ

善
き
種
選
ん
で
蒔
き
玉

へ

穀
物
取
り
た
る
例
し
な
し

実

の
り
を
取
り
た
る
事
は
な
し

五
升
や

一
斗
は
実
の
る
そ
や

果
報
は
倍
々
あ
る
も

の
ぞ

果
報
も
多
し
と
は
か
り
知
れ

慈
悲
善
根
を
勧
め
た
り

救
ふ
心
を
発
す
べ
し

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
足
ら
ぬ
も
の

持

つ
子
が
持
た
ね
ば
も
た
ぬ
も

の

　
　
　
　
あ
っ
ば

持

つ
子
は
天
晴
れ
金
持
ぞ

　
　
　
　
　

せ
ぎ
やう

人
を
倒
さ
ず
施
行
せ
よ

後
の
歎
き
の
種
と
な
る

譲
る
我
子
が
沈
み
き
る

筆
の
非
道
ぞ
身
に
報
ふ

少
し
も
無
理
な
利
を
取
る
な

屋
敷
宝
は
人
の
物

親
の
悪
事
が
身
に
報
ふ

一
門
繁
昌
す
る
事
は

先
祖
の
慈
悲
の
残
る
奴

な

さ

け

仁
情
の
油
を
加
ふ
べ
し

離
れ
ば
倍
々
思
ひ
知
れ

荒

い
風
を
も
厭
ひ
し
そ

親
を
思
は
ぬ
悪
人
は

娘
子
息
を
し
つ
け
る
に

　
　

こ
しや
う

親
の
後
生
の
為
な
ら
ば

飢
死
ぬ
人
を
助
け
な
ば

　
　
　
　
　
ぶんげ
ん

た
と

へ
万
両
分
限
で
も

妻
子
宝
も
振
り
捨
て

・

耳
も
聞

へ
ず
目
も
見

へ
ず

果
な
き
闇
に
落
入
ら
ん

兎
角
命

の
あ
る
限
り

命
は
脆
き
も
の
な
れ
ば

強
い
自
慢
を
す
る
人
も

然
れ
ば
頼
み
の
な
き
憂
世

少
し
も
余
り
あ
る
人
は

取
分
け
病
人
か
た
わ
者

難
儀
と
聞
か
ば
尋
ね
て
も

　
　
　

ぼ
さ
つ　
　
し
ゅぎ
やう

さ
れ
ば
菩
薩

の
修
行
に
も

　
　
　

よ　
そ

難
儀
を
余
所
に
聞
く
人
は

果
報
尽
く
れ
ば
忽
ち
に

慈
悲
心
深
き
心
が
け

天
魔
に
邪
鬼
は
よ
り
附
か
ず

飢
饒
貧
苦
を
見
ぬ
ふ
り
に

余
り
強
欲
目
に
あ
ま
る

宝
に
余
り
は
な
き
も
の
ぞ

慈
悲
の
燈
火
消
ぬ
う
ち

主
親
師
匠
恩
人
に

子
を
慈
し
む
親
心

夫
れ
程
親
に
思
は
れ
て

鳥
獣
に
も
劣
り
た
り

惜
む
宝
は
な
き
も
の
ぞ

其
金
出
し
て
施
行
せ
よ

是
に
勝
れ
る
善
事
な
し

死
ん
で
身
に
つ
く
物
は
な
し

め
い

ど

冥
途
の
旅
立
す
る
時
は

ゆ

く

ゑ

行
衛
知
ら
ず
に
門
を
出
で

其
時
後
悔
限
り
な
く

ぼ

だ
い

菩
提
の
種
を
植
え
た
ま

へ

草
葉
の
露
に
た
と

へ
た
り

暮
に
頓
死
す
る
も
の
あ
り

金
銀
貯

へ
何
と
す
る

貧
苦
に
施
し
せ
ら
る
べ
し

み
な
し
子
老
人
便
り
な
き

及
ぶ
限
り
は
救
ふ
べ
し

ほ
う
じ
や
う
せ
ぎ
や
う

　
だ

い

ひ

放

生
施
行
ぞ
大
悲
な
り

富
貴
で
暮
す
甲
斐
も
な
し

貧
病
災
難
苦
に
せ
ま
る

神
や
仏
が
守
る
故

然
れ
ば
至
極

の
祈
祷
な
り

け
ん
ど
ん
じ
や
け
ん

樫
貧
邪
見
は
鬼
か
蛇
か

子
孫
滅
亡
待

つ
ば
か
り

施
行
に
借
銭
し
初
め
よ

二
二
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や
が
て
子
孫
の
富
め
る
種

他
も
勤
め
て
丹
誠
し

広
大
無
辺
の
善
事
に
て

人
の
喰
ふ
物
捨

つ
る
の
を

前
世
に
蒔
く
種
足
ら
ぬ
故

か

・
る
有
様
見
な
が
ら
も

今
世
に
信
心
お
こ
ら
ね
ば

　
　
いん
とく

慈
悲
陰
徳
の
実
の
る
日
は

長
命
富
貴
子
孫
繁
昌

上
な
る
人
も
頭
ぶ
ん

厚
き
め
ぐ
み
に
身
を
入
れ
よ

徳
運
果
報
開
く
べ
し

尋
ね
て
拾
ひ
喰
ふ
者
は

是
非
な
く
袖
乞
す
る
こ
と
そ

　
　
　
　
　
　

ゐ
ぐ
ひ

種
を
蒔
か
ず
に
居
喰
し
て

生
々
永
き
苦
み
ぞ

開
運
菩
提
の
花
咲
き
て

　
左
に
掲
出
し
た

『国
民
思
想
叢
書
』
文
芸
篇
所
収

の

『施
行
歌
』

が
何
を
底

本
と
し
、
あ
る

い
は
ま
た
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
は
ま

っ
た
く
不
明

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
同
本
編
者
の
創
作
的

改
変

で
あ
る
可
能
性
は
低

い
も

の
と
思

わ
れ
る
以
上
、
仮
り
に
こ
の
本
文
が
江

戸
期

の
伝
本
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と

想
定
す
れ
ば
、
こ
れ
に

〔V
類
〕
の
名
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
調
査
が
俟
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
白
隠
慧
鶴
の

『施
行
歌
』
の
江
戸
期

の
伝
本

の
諸
相

に
つ
い
て
述
べ

て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
導
か
れ
る
べ
き
最
大

の
結
論
は
、
ど

の
本
文
が
白
隠

の

創
作
し
た
原
形
に
も

っ
と
も
近

い
か
と

い
う
点
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
て
き
た
よ

う
に
、
お
そ
ら
く

〔1
類
〕
甲
が
原
形

を
も

っ
と
も
よ
く
留
め
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
確
定
的
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
極
端
に
考
え

れ
ば

「円
通
翁
補
刻
」
と
す
る

[H
類
]
も
含

め
て
白
隠
自
身
が
す
べ
て
の
増
補

・
削

除
等
の
改
変
に
か
か
わ

っ
て
い
る
と
も
、
ま
た
逆

に
、
す
べ
て
後
代

の
人
が
白

隠
に
仮
託
し
て
創
作
改
変
し
た
も
の
と
も
言
え
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
本
稿
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
し
得
た
こ
と
は

『施
行
歌
』

の
多
様
な
享

受
と
広
範
な
流
布
の
様
相
に
他
な
ら
な

い
。
享
受

の
多
様
性
は
心
学
者

を
巻
き

込
ん
だ
出
版
状
況
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
流
布

の
広
範

性
は
伝

本
の
多
さ
が
も
の
語
る
。　
『施
行
歌
』

は
総
体
と
し
て
人
気

の
あ

っ
た
白
隠
著

作
の
中
で
も

一
、
二
を
争
う
程
、
多
く

の
版

を
重
ね
、
ま
た
多
種

の
版

も
生
ん

だ
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
言
及
し
て
お
き
た
い
の
は
、　

『施
行
歌
』
が
飢
饉

の
際

の
貧
者

へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　
　　い
つく

施
行
を
勧
め
る
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
子
を
慈

し
む

雛
ご

・
ろ

轍
ひ
腱
を
も
胱
ひ
し
そ

そ
れ
櫻
親
㌫

"
は
れ
て

辮
を
蹴
は
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
かう
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　とび
　
　から
す　
を
と

お
ろ
か
さ
よ
　
お
や
に
不
孝
な
人
み
＼

は
　
鳶
や
烏
に
劣
り
た
り
」　

(

〔
1
類
〕

甲
①

の
本
文

に
よ
る
)
と
親
孝
行
を
強
調
す
る
点

で
あ
る
。
こ
れ
は
藤

田
徳
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ソ

郎
が

「教
化
民
謡
」
と
呼
ん
だ
近
世
民
謡
最
大
の
特
徴
に
位
置
付
け
ら

れ
る
も

の
で
あ
り
、
他
に
多
く
の
類
例
を
指
摘

で
き
る
。
白
隠

『施
行
歌
』

は
七

(八
)

・
五
の
句
を
繰
り
返
す
和
讃

の
形
式
を
採
用
し
て
い
る
。
和
讃

の
形
式

に
よ
る

『施
行
歌
』
は
広
義
の
近
世
民
謡
に
含
め
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
江
戸
期
を
代
表

す
る
も
う
ひ
と
り
の
禅
僧
、
盤
珪
永
琢
が
創
作
し
た
と
さ
れ
る
「う
す
ひ
き
歌
」
、

及
び
盤
珪
の
説
法
を
も
と
に
獺
石
が
創
作
し
た
と
さ
れ
る

「
麦
春
歌
」

等

の
歌

謡
に
も
親
孝
行
を
説
く
も
の
が
多
く
、
教
義
上
対
立
す
る
二
人

の
歌
謡

に
こ
の

教
訓
が
共
通
し
て
見
え
る
こ
と
は
興
味
深

い
。
と
も

に
近
世
と

い
う
大

き
な
時

代
精
神
が
生
ん
だ
申
し
子
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
白
隠

『施
行
歌
』

の
研
究
は
ま
だ
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

今
後

の

新
展
開
が
切
に
望
ま
れ
よ
う
。

〔註
〕

(-
)

霊
泉
文
庫
本

二
本
を

そ
の
刊
行
年
代

の
古

い
順

に
A
本
、

B
本
と
私

に
呼

ぶ
。

(2
)　

架
蔵
本

四
本

を
そ
の
刊
行
年
代

の
古

い
順

に
A
本
、

B
本
、

C
本
、

D
本

と
私

に

二
三
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6543
)　 )　 )　　)

　 　　　

87
)　 )

(9
)

(
10
)

(
11
)

　

14
)

　 　　　　

13　 12
)　 　　)

(15
)

呼

ぶ
。

同
本

に
は

「
取
次
所
」
と
あ

る
。

玉
川
大
学
本
二
本
を
そ

の
刊
行
年
代

の
古

い
順

に
A
本
、

B
本
と
私

に
呼

ぶ
。

改
題
本

の

『高
僧
名
著
選
集
』
第
十

一
巻
も
ま

っ
た
く
同

一
本
文
。

但
し
、
後
述
す

る
よ
う

に

「
国
民
思
想

叢
書

』

文
芸

篇

「
教

訓
俚

謡

集
」

所
収

『施
行
歌
』

の
み
が
本
文

に
大
き

な
異
同
を
持

つ
。

印
面

は
上
の
も

の
が
白

文
で

「
籠
島
」
、
下
の
も

の
が
黒
文

で

「
湘
夕
」

と

あ

る
。

こ
れ

ら
四
種

の
本

に
は
そ
れ
ぞ
れ
内
容

を
要
約
し
た

広
告

文
が

彫

ら
れ

て

い
る
。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ぜ
ん
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
ち
う

ち
な

み
に

「白
隠
禅
師

施
行

歌
　
全
」

に
は

「
此
書

は
禅
師

の
作

に
し

て
国
中

を

　

　
　

　
　
　

　
　

　

じ
よ　　
　　
　　　
　　　う
た

　

　
　
き
う
み
ん

め
ぐ
り
窮
民
を
す
く

ふ

一
助
と
し
玉

ふ
歌

に
し

て
い
と
あ
り
が
た
き
書
也
」

と

い

う
文

が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

甲
を
踏
襲
し
た
絵

で
あ
る
が
、
甲
と
比
較

し
て
、
土
地

の
人

の
着
衣

が
立
派

な
も

の
に
変
え
ら
れ

て
い
る
。

印
面

は
甲
本
と
同

じ
で
、
上

が
白
文

で

「離
島
」
、

下
が
黒

文
で

「
湘
夕

」

と
依

拠
し
た
も

の
を

そ
の
ま
ま

に
残

し
て

い
る
。

乙

の
四
葉

の
絵

の
う
ち

三
葉

ま
で
が
甲
の
絵

と
近
似

す
る
。
　

〔写
真
W
〕

は

〔
写

真
皿
〕
を
、
　

〔写
真

凪
〕

は

〔写

真
V
〕

を
、　

〔写
真
X
〕

は

〔写
真
N
〕

を

も

と

に
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
文

は

}
二
六
句

で
末
尾
に

「
施
行
歌
終
」
と
あ
る
。
挿
絵
な
し
。

本
文

は

一
二
七
句

。
乙
本
系
統

の
本
文
を
伝
え
る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
近
世
歌
謡
資
料
二
種

一

『絵
本
倭
詩
経
』

・

『和

河
わ

ら
ん
べ
う
た
』

1

」　

(
『早
稲
田
実
業
学
校

研
究
紀

要
』

第

二
十
号

〈
昭

和

61
年
3
月
〉
)

の
中

で
簡
単

に
言
及

し
た
。
な

お
、
手
嶋
堵
庵

の
道

歌

と
伝
え

　

　
　

　
　
　

　
き
ん
ぐ

ら
れ
る
も

の
に

「金
銀
も

か
せ
ず

つ
か
は
ず

ほ
ど

こ
さ
ず

か
さ
ね
て
お
け

ば
石

も

同
ぜ
ん
」

(架
蔵

『教
訓
古
今
道
し
る
べ
=

議

爬
年
秋
刊
〉
所
収
)
が
あ
犠

『
施
行
歌
』
と

の
思
想
的
接
点

が
見
受

け
ら
れ
る
。

本
文

は

一
五
八
句
と
漢
文
。
前
掲

の
校
異

を
参
照

。

(
16
)

(17
)

(18
)

(19
)

繍
神
智

録
』
で
は
毒

の
出
版
年
代
か
ら
文
政
頃
の
刊
行
と
判
断
す
る
。
従

う

べ
き

で
あ

ろ
う

。

印

面

は
上

の
も

の

が
黒

文

で

「
長

栄
寺

主

」

、

下

の
も

の
が
白

文

で

「
拙
奄

之
印

」

と

あ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た　は
た

第

三

二
句

目

は

〔1

類
〕

丙

で

は

「
少

し

も

田

畑

ゆ
づ

ら

ね

ど

」

で

あ

る

が

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
ば
た
　
　
ゆ
づ

〔W

類

〕

で

は

「
少

し

も

田

畑

を

譲

ら
ね

ど

」

、

第

六

五

句

目

は

〔
1

類

〕

丙

で

こ
れ
　
　
す
ぐ
　
　
　
　ぜ
ん

じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
　
　
ま
さ
　
　
　
　ぜ
ん

じ

「
是

に
勝

れ

る

善

事

な

し

」

、　

〔
W
類

〕

で

は

「是

に

勝

れ

る

善

事

な

し

」

、

第

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ
ん
じ
ゃ
　
い
のち
す
く

一

=

二
句

目

は

〔
1
類

〕

丙

で

は

「貧

者

の
命

救

ふ

な

ら

」

、
　

〔
W

類

〕

で

は

　

　

　

い
の
ち

ひ
ん
じ
ゃ

「
貧
者

の
命
を
す
く

ふ
な

ら
」
と

そ
れ
ぞ
れ
異
同

が
認

め
ら
れ
る
。

『
日
本
民
謡
論
』
所
収

「
江
戸
時
代

の
教

化
民
謡

」
。

な

お
、

前
掲

の
よ
う

に
武

石
彰
夫

も
同
様

の
言

及
を
す
る
。

〔附
記
〕

　
『
施
行
歌
』

諸
本
を
閲
覧
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
諸

図
書

館
、

文

庫

に
深
謝

申

し

上
げ
ま
す
。
中

で
も
松

ケ
岡
文
庫

で
は
文
庫
長
古

田
紹
欽

先

生

に

一
方

な
ら

ぬ

お
世

話

に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
貴
重
な
図
書

の
翻
刻
紹

介

の
御

許
可

を
賜

り
ま

し

た
駒

沢
大
学
図
書
館
、
玉
川
大
学

図
書
館

に
心

よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す

。

二
四
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AStudy　 on"Segyou-uta"written　 by　 Hakuin　 Ekaku

　　　　　　　　　　　　　　　　 Mitsuyasu　 ONo

Department　 of　J∂panese∂ 〃d　J∂ρ∂nese乙'tereture,

05∂ た∂Kyoik〃Unル θノ"Sit},,　Kas方/N!∂r∂ 、　Osak∂582,　 J∂pa/7.

Th,　 biggest,h。 ・a・ter。f　 Kinsei-mi・y・u(f・1k・ ・ng・in　 th・Ed・era)i・th・m・ ・al　 w・ ・d・

of　 songs.　 Most　 of　 the　 folk　 songs　 preach　 children　 duty　 to　 their　 parents.　 It　 has　 been　 un-

derstood　 that　 the　 content　 of　 these　 songs　 was　 influenced　 by　 Confucian　 moral,　 but　 the　 ma-

jority　 of　 the　 folk　 songs　 were　 written　 from　 the　 viewpoint　 of　 Zen　 in　 Buddhism　 and　 Singaku.

　 "Segyou-uta",　 which　 was　 written　 by　 Hakuin　 Ekaku,　 is　 treated　 in　 this　 report.　 Hakuin

was　 a　 Zen　 priest　 in　 the　 Edo　 era.

　 At　 first,　 I　studied　 the　 books　 of"Segyou-uta"as　 a　 basic　 research.　 As　 a　 result,　 it　 was

found　 that　 they　 can　 be　 classified　 into　 four　 divisions.　 I　report　 the　 text　 of　 each　 division,

and　 try　 to　 compare　 and　 investigate　 them.

Key　 Words;Hakuin,"Segyou-uta",the　 folk　 songs　 in　 the　 Edo　 era,　 the　 books　 of"Segyou-

　　　　　　　　　　uta",　 moral,

五




